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埼経協ニュース387号

平
成
二
七
年
度
定
時
総
会
は
、
五
月
十

三
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
か
ら
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
大
宮
に
て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
各
界
の
ご
来
賓
の
方
々
並
び
に

会
員
を
合
わ
せ
て
三
三
〇
名
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
い
た
。

第
一
部
は
、
西
村
会
長
の
開
会
挨
拶
に

は
じ
ま
り
、
続
い
て
、
ご
来
賓
を
代
表
し

て
、
安
藤
久
佳
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産

業
局
長
、
細
田
隆
財
務
省
関
東
財
務
局
長
、

阿
部
充
労
働
省
埼
玉
労

働
局
長
、
小
林
直
哉
連

合
埼
玉
会
長
の
四
氏
か

ら
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。

次
に
来
賓
紹
介
、
定

足
数
確
認
後
、
西
村
会

長
が
議
長
と
な
り
、
審

議
が
進
め
ら
れ
、
平
成

二
六
年
度
事
業
報
告
・

決
算
報
告
、
平
成
二
七

年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
、
会
長
・
副
会
長

の
選
任
な
ど
、
以
下
の

議
案
す
べ
て
が
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

【
議
案
】

一
�
平
成
二
六
年
度
事
業
報
告

二
�
平
成
二
六
年
度
決
算
報
告

三
�
平
成
二
七
年
度
事
業
計
画

四
�
平
成
二
七
年
度
収
支
予
算

五
�
理
事
・
監
事
の
選
任

六
�
会
長
・
副
会
長
・
専
務
理
事
の
選
任

七
�
常
勤
理
事
報
酬
規
程
の
改
定

続
い
て
、
上
條
新
会
長
か
ら
以
下
の
七

名
の
新
規
会
員
を
ご
紹

介
い
た
だ
い
た
方
々
に

対
し
、
感
謝
状
の
贈
呈

が
行
わ
れ
た
。

・
加
藤
喜
久
雄
氏
（
㈱

武
蔵
野
銀
行
取
締
役

頭
取
）

・
池
田
一
義
氏
（
㈱
埼

玉
り
そ
な
銀
行
代
表

取
締
役
社
長
）

・
藤
池
一
誠
氏
（
㈱
デ

サ
ン
代
表
取
締
役
社

長
）

・
西
村
一
義
氏
（
日
本

信
号
㈱
相
談
役
）

・
吉
野
寛
治
氏
（
吉
野
電
化
工
業
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）

・
近
藤
栄
治
氏
（
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
ー
ズ
北
関
東
・
信
越
支
店
長
）

な
お
、
所
用
に
よ
り
表
彰
式
前
に
退
席

さ
れ
た
�
橋
行
憲
氏
（
㈱
ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト

代
表
取
締
役
）
と
総
会
を
欠
席
さ
れ
た
栗

林
茂
氏
（
㈱
光
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
代
表

取
締
役
）
に
も
後
日
、
感
謝
状
を
ご
送
付

い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
事
務
局
報
告
が
行
わ
れ
第
一
部

を
終
了
し
た
。

第
二
部
の
講
演
会
で
は
、
教
育
改
革
実

践
家
と
し
て
著
名
な
世
田
谷
区
立
和
田
中

学
校
元
校
長

元
リ
ク
ル
ー
ト
社
フ
ェ
ロ

ー
藤
原
和
博
氏
よ
り
「
未
来
を
生
き
抜
く

〜
自
ら
機
会
を
創

り
出
し
、
機
会
に

よ
っ
て
自
ら
を
変

え
よ
」
と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
は
ユ
ー
モ

ア
の
溢
れ
る
中
に

も
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
人
に
と
て
も
必
要

な
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
た
、
と
て

も
有
意
義
な
講
演
で
あ
っ
た
。

講
演
終
了
後
、
上
田
清
司
埼
玉
県
知
事

に
ご
登
壇
い
た
だ
き
、
上
條
正
仁
新
会
長

か
ら
、
来
る
八
月
の
知
事
選
挙
へ
の
出
馬

要
請
書
を
手
交
し
た
。

そ
の
後
、
休
憩
を
挟
ん
で
第
三
部
の
懇

親
会
に
移
っ
た
。

懇
親
会
は
藤
池
誠
治
副
会
長
の
開
宴
挨

拶
に
始
ま
り
、
続
い
て
上
田
清
司
埼
玉
県

知
事
、
清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市
長
よ
り
ご

挨
拶
を
頂
戴
し
、
そ
の
後
山
口
宏
樹
埼
玉

大
学
学
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
の
宴
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
し
て
、
会
員
同
士
の

懇
親
が
大
い
に
図
ら
れ
、
吉
野
寛
治
副
会

長
の
閉
宴
の
挨
拶
で
懇
親
会
は
終
了
し
た
。

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’15 月号

日本経団連 埼玉

上上
條條
新新
体体
制制
スス
タタ
ーー
トト

新
会
長
に
上
條
正
仁
氏（
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）、
新
副

会
長
に
徳
渕
良
孝
氏（
日
本
信
号
㈱
取
締
役
専
務
執
行
役
員
）、髙
橋
行
憲
氏（
㈱

ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
）、
栗
田
美
和
子
氏（
㈱
ク
リ
タ
エ
イ
ム
デ
リ
カ
代

表
取
締
役
社
長
）、
伊
藤
麻
美
氏（
日
本
電
鍍
工
業
㈱
代
表
取
締
役
）
の
四
氏
を

選
任
、
二
六
年
度
決
算
報
告
、
二
七
年
度
事
業
計
画
等
全
議
案
を
承
認

平
成
二
七
年
度
定
時
総
会

特
別
講
演

教
育
改
革
実
践
家
藤
原
和
博
氏
が
「
未
来
を
生
き
抜
く
〜
自
ら
機
会
を

創
り
出
し
、
機
会
に
よ
っ
て
自
ら
を
変
え
よ
」
と
題
し
て
講
演

上條新体制スタート

6・7

平
成
27
年
度
定
時
総
会

議
事
を
進
行
す
る
西
村
会
長

講
演
す
る
藤
原
和
博
氏
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西西
村村
会会
長長
開開
会会
挨挨
拶拶（（
要要
旨旨
））

会
長
の
西
村
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日

は
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

業
務
ご
多
忙
の
中
、
こ
の
よ
う
に
大
勢

の
方
々
に
ご
出
席
を
賜
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
手
元
の
ご
来
賓
者
名
簿
に

ご
ざ
い
ま
す
よ
う
に
、
公
私
と
も
大
変

ご
多
忙
の
中
、
官
界
、
経
済
界
、
労
働

界
、
そ
し
て
教
育
界
よ
り
多
数
の
ご
来

賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

皆
様
方
の
ご
厚
誼
に
対
し
ま
し
て
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
私
は
、
平
成
二
四
年
五
月
の

定
時
総
会
で
選
任
さ
れ
、
以
降
三
年
間
、

会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
日
の
総
会
で
会
長
を
退
任
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
こ
の
三
年
間

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
何
と
言
っ
て
も
、

政
権
交
代
に
よ
り
安
倍
政
権
が
誕
生
、

異
次
元
と
称
さ
れ
た
大
胆
な
金
融
政
策
、

そ
し
て
財
政
政
策
、
そ
れ
に
成
長
戦
略

の
三
本
を
柱
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却

を
図
る
と
と
も
に
、
日
本
経
済
の
好
循

環
実
現
へ
の
道
筋
を
つ
け
た
と
い
う
こ

と
が
最
も
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
安
心
は
出
来
ま
せ

ん
。
今
後
を
展
望
い
た
し
ま
す
と
、�
課

題
先
進
国
�
日
本
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
、
超
高
齢
社
会
・
人
口
減
少
社
会
の

到
来
に
伴
う
労
働
力
人
口
の
減
少
に
加

え
、
消
費
税
一
〇
％
へ
の
引
上
げ
、
グ

ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激
化
、
そ
し
て
米
国

金
利
引
上
げ
、
中
国
経
済
の
減
速
な
ど
、

諸
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
し
、
日
本
が

�
課
題
先
進
国
�
か
ら
、�
課
題
解
決
先

進
国
�
に
脱
皮
・
成
長
し
て
い
く
た
め

に
は
、
政
府
の
経
済
財
政
政
策
に
加
え
、

今
後
は
企
業
セ
ク
タ
ー
の
取
り
組
み
が

大
き
な
カ
ギ
を
握
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
企
業
は
長
き
に

わ
た
り
、
リ
ス
ク
を
重
視
し
す
ぎ
、
企

業
価
値
の
最
大
化
で
は
な
く
、
存
続
確

率
の
最
大
化
を
目
指
し
て
き
た
と
批
判

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
代
は
�
変
化
が
常
態
化
し
た
�
時

代
に
入
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
変
化
の
激
し
い
状
況
下
で
は
、

今
後
、
企
業
経
営
者
は
前
例
踏
襲
主
義

か
ら
脱
し
、
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
を

速
め
、
そ
し
て
、
環
境
変
化
に
対
応
し

た
組
織
変
革
を
図
る
こ
と
を
通
じ
、
真

に
企
業
価
値
の
最
大
化
を
目
指
す
べ
き

で
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
今
後
の
企
業

経
営
に
つ
い
て
、
二
点
ほ
ど
、
私
の
所

感
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

ず
、
一
点
目
は
、
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー

ド
を
速
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
企
業
の
経
営
の
特
徴
と
し
て
、

意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
の
遅
さ
が
よ
く

指
摘
さ
れ
ま
す
。
あ
る
著
名
な
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
よ
る
と
、
起
案
者
か
ら
取

締
役
会
ま
で
、
意
思
決
定
レ
イ
ヤ
ー
だ

け
で
一
〇
段
階
、
関
係
者
数
が
一
〇
〇

人
を
超
え
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
皆
さ
ん
の
会
社
の
意
思
決
定
の
ス

ピ
ー
ド
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

意
思
決
定
の
失
敗
事
例
と
し
て
、「
拙

速
」
な
意
思
決
定
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま

す
が
、
意
思
決
定
に
は
、「
拙
速
」
の

反
意
語
で
あ
る
、
巧
み
に
遅
い
と
書
く
、

「
巧
遅
（
こ
う
ち
）」
と
い
う
意
思
決

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
の
は
、
拙
劣

に
し
て
遅
い
意
思
決
定
か
、
迅
速
で
巧

み
な
意
思
決
定
の
ど
ち
ら
か
で
す
。

意
思
決
定
に
関
与
さ
せ
る
人
数
が
多

す
ぎ
る
と
、
間
違
い
な
く
意
思
決
定
の

質
が
落
ち
、「
拙
（
ま
ず
）
く
て
遅
い
」

意
思
決
定
と
な
る
も
の
で
す
。

昔
か
ら「
三
人
よ
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
意
思
決
定
に
関

与
さ
せ
る
人
数
を
言
い
当
て
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。「
三
人

よ
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」
と
い
う
言
葉
の

中
に
は
、
意
思
決
定
に
お
い
て
は
、『
文

殊
の
知
恵
も
三
人
ま
で
』
と
の
解
釈
が

凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
い
た
し
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ま
す
。
こ
の
古
人
の
教
え
を
是
非
と
も

今
後
の
意
思
決
定
に
活
か
し
て
く
だ
さ

い
。二

点
目
は
、「
組
織
変
革
」
に
つ
い

て
で
す
。

組
織
の
変
革
や
改
革
の
必
要
性
を
説

く
経
営
者
が
多
く
お
り
ま
す
が
、
な
か

な
か
組
織
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
変

わ
ら
な
い
の
か
と
い
え
ば
、「
組
織
が

変
わ
る
」
の
主
語
が
間
違
い
で
、
主
語

は
組
織
で
な
く
、
社
員
、
と
り
わ
け
経

営
者
自
身
で
あ
る
か
ら
で
す
。

変
革
に
向
け
て
、「
変
わ
る
の
は
社
員

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
だ
」
と
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
出
す
経
営
者
が
い
ま
す
が
、

正
直
、
社
員
に
は
抵
抗
感
を
持
つ
人
も

か
な
り
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
ま
で
の
や
り
方
で
は
変
化
に
対
応
で

き
な
い
、
も
っ
と
柔
軟
に
社
員
の
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
す
る
、
そ
う
し
た
姿
勢
を
経
営
者

自
ら
が
示
し
、
そ
し
て
具
体
的
な
行
動

で
示
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
是
非
と
も

組
織
変
革
に
向
け
て
、
経
営
者
自
ら
の

行
動
を
変
え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

以
上
、
私
の
企
業
経
営
に
関
す
る
所

感
の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、

冒
頭
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
本

日
の
総
会
で
会
長
を
退
任
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
こ
の
3
年
間
、
会
長
の
職

責
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

も
、
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
、
副

会
長
を
は
じ
め
と
す
る
、
会
員
の
皆
様

の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
会
の
将
来
を
展
望
い
た
し
ま
す
と
、

経
営
基
盤
の
拡
充
、
機
能
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
充
実
な
ど
、
経
営
課
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
課
題
解
決

の
た
め
、
新
役
員
体
制
、
そ
し
て
事
務

局
に
対
し
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
事
業
の
ご

繁
栄
と
、
本
日
に
ご
臨
席
の
皆
様
方
の

益
々
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

開
会
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。上上

條條
会会
長長
就就
任任
挨挨
拶拶

会
長
に
ご
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
、

上
條
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
体
制
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
役
員
を

代
表
し
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。ま

ず
は
、
振
り
返
り
ま
す
と
日
本
経

済
の
潮
目
の
時
期
と
な
っ
た
変
化
の
激

し
い
三
年
間
、
本
会
運
営
に
全
力
で
お

取
組
み
い
た
だ
き
、
本
日
を
も
っ
て
ご

退
任
さ
れ
ま
し
た
、
西
村
名
誉
会
長
様

の
数
々
の
お
取
り
組
み
に
対
し
敬
意
を

表
し
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
も
、
後
任
の
会
長
と
し
て
、
こ
の

場
に
立
ち
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
ご
高
承
の
通
り
、
本
会
は
一
九

四
六
年
六
月
創
立
以
来
、
間
も
な
く
七

〇
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
改

め
て
本
会
の
歴
史
と
伝
統
の
重
み
、
本

会
に
寄
せ
ら
れ
る
各
界
か
ら
の
期
待
、

そ
し
て
社
会
的
使
命
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境

に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
マ
ク
ロ
な
外
部

環
境
的
に
は
、
国
内
で
は
、
人
口
は
減

り
続
け
、
労
働
力
も
消
費
需
要
も
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
海
外
で
は
中
東
、

欧
州
な
ど
先
の
見
え
な
い
地
政
学
リ
ス

ク
が
顕
在
化
し
、
そ
ん
な
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
の
変
化
が
埼
玉
の
中
小
企
業
に
ま

で
影
響
す
る
世
界
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
革
命
以
降
の
急
速
な
情
報
通
信
技

術
の
進
歩
が
経
営
へ
直
接
影
響
す
る
時

代
に
な
り
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
オ
ム
ニ

チ
ャ
ネ
ル
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0

時
代
の
到
来
な
ど
の
言
葉
が
氾
濫
し
、

実
際
に
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
ほ

と
ん
ど
全
て
の
業
態
で
急
速
に
経
営
環

境
の
変
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
内
部
を
見

て
も
、
円
安
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
効
果
で
原

材
料
費
は
上
昇
し
、
女
性
の
活
躍
推
進

や
シ
ル
バ
ー
人
材
の
登
用
な
ど
従
業
員

の
多
様
性
を
生
か
し
て
雇
用
不
足
を
補

い
な
が
ら
も
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
圧
力
が

大
き
く
な
る
な
ど
モ
ノ
と
ヒ
ト
の
コ
ス

ト
ア
ッ
プ
に
頭
を
悩
ま
せ
ら
れ
る
わ
け

で
、
ま
さ
に
働
き
方
改
革
と
労
働
生
産

性
向
上
を
両
立
な
ど
、
解
決
を
迫
ら
れ

る
経
営
課
題
は
難
し
く
な
る
一
方
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
副
会
長
の
方
々

を
始
め
と
し
た
役
員
の
皆
様
方
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
難
題
に
取
り
組
む
会

員
企
業
の
経
営
者
の
皆
様
、
企
業
の
成

長
を
支
え
る
従
業
員
の
皆
様
に
と
っ
て

価
値
の
あ
る
経
営
者
協
会
で
あ
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
に
築
き

上
げ
ら
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限

に
生
か
し
、
企
業
、
地
方
自
治
体
、
国
、

大
学
な
ど
多
方
面
の
�
外
部
の
知
�
を

取
り
込
む
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

の
役
割
を
さ
ら
に
強
化
し
、
企
業
の
課

題
解
決
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
教
育
、

障
害
者
支
援
な
ど
地
域
の
様
々
な
課
題

解
決
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

所
存
で
す
。

ど
う
か
、
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
ご
支
援
、
ご

協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
事
業
の

今
後
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
簡
単
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
私
か
ら
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
挨
拶
す
る
上
條
正
仁
新
会
長
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新 役 員 体 制
【名誉会長】
名 誉 会 長 利根 忠博 ㈱埼玉りそな銀行元会長
名 誉 会 長 西村 和義 日本信号㈱相談役

【顧問】
顧 問 栗原 隆 太平洋セメント㈱名誉顧問
顧 問 森谷 文昭 日本ピストンリング㈱元会長

【理事】
協会の役職名 氏 名 事 業 所 名 事業所役職名
会 長 上條 正仁 ㈱埼玉りそな銀行 シニアアドバイザー
副 会 長 加藤喜久雄 ㈱武蔵野銀行 取締役頭取
副 会 長 藤池 誠治 ㈱デサン 代表取締役会長
副 会 長 吉野 寛治 吉野電化工業㈱ 代表取締役社長
副 会 長 発田 聡 UDトラックス㈱ バイスプレジデント
副 会 長 池田 一義 ㈱埼玉りそな銀行 代表取締役社長
副 会 長 山本 彰 日本ピストンリング㈱ 代表取締役社長
副 会 長 橋元 健 キヤノン電子㈱ 取締役副社長
副 会 長 斉之平伸一 三州製菓㈱ 代表取締役社長
副 会 長 笠井 澄人 東日本電信電話㈱埼玉事業部 取締役埼玉事業部長
副 会 長 原 敏成 武州瓦斯㈱ 代表取締役社長
副 会 長 満岡 隆一 ボッシュ㈱むさし工場 専務取締役
副 会 長 宮澤 政信 マルキユー㈱ 代表取締役社長
副 会 長 斉藤 実 AGS㈱ 顧問
副 会 長 神田 正 ㈱ハイデイ日高 代表取締役会長
副 会 長 牛窪 啓詞 ㈱愛工舎製作所 代表取締役社長
副 会 長 増田 文治 ㈱マスダック 代表取締役社長
副 会 長 川本 武彦 ㈱サイサン 代表取締役社長
副 会 長 山内 真輝 東京ガス㈱埼玉支社 埼玉支社長
副 会 長 赤地 文夫 コカ・コーライーストジャパン㈱ 取締役常務執行役員
副 会 長 浅見 郁樹 東日本旅客鉃道㈱大宮支社 執行役員大宮支社長
副 会 長 徳渕 良孝 日本信号㈱久喜事業所 取締役専務執行役員
副 会 長 髙橋 行憲 ㈱ウイズネット 代表取締役社長
副 会 長 栗田美和子 ㈱クリタエイムデリカ 代表取締役社長
副 会 長 伊藤 麻美 日本電鍍工業㈱ 代表取締役
業務執行理事・
専 務 理 事 根岸 茂文 （一社）埼玉県経営者協会 専務理事

［監事］
協会の役職名 氏 名 事 業 所 名 事業所役職名
監 事 中込 秀明 富士電子㈱ 代表取締役社長
監 事 松本伸一郎 ㈱松本商会 代表取締役社長
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▽
埼
玉
県
知
事

上
田
清
司

▽
さ
い
た
ま
市
長

清
水
勇
人

《
講
師
》

▽
教
育
改
革
実
践
家

藤
原
和
博

《
国
関
係
》

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

局
長

安
藤
久
佳

▽
財
務
省
関
東
財
務
局
長

細
田

隆

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部
次
長

岡
部
勝
巳

▽
財
務
省
関
東
財
務
局総

務
部
財
務
広
報
相
談
室
長

原

美
晴

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長

阿
部

充

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
部
長

古
瀬
陽
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
基
準
部
長

坂
田
善
廣

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
部
長

平
川
雅
浩

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

雇
用
均
等
室
長

布
川
裕
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

企
画
室
長

松
本
桂
一
郎

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

監
督
課
長

子
安
成
人

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

賃
金
室
長

新
井
孝
雄

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
課
長

進
藤
容
子

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

援
護
課
長

中
尾
京
一

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

援
護
班
長

川
瀬

清

▽
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

理
数
学
習
推
進
部

部
長

大
槻

肇

《
県
関
係
》

▽
産
業
労
働
部

産
業
労
働
部
長

立
川
吉
朗

▽
産
業
労
働
部

産
業
労
働
部
副
部
長

加
藤
和
男

▽
産
業
労
働
部

雇
用
労
働
局
長

渡
辺

充

▽
産
業
労
働
部

参
事
兼
産
業
支
援
課
長

正
能
修
一

▽
産
業
労
働
部

勤
労
者
福
祉
課
長

斎
藤
和
也

▽
産
業
労
働
部

就
業
支
援
課
長

三
宅
瑞
絵

▽
産
業
労
働
部

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課
長

野
尻
一
敏

▽
産
業
労
働
部

産
業
人
材
育
成
課
長

堀
口
幸
生

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

中
村
雅
範

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー副

セ
ン
タ
ー
長

鈴
木
康
之

▽
県
民
生
活
部

国
際
課
長

小
池
要
子

▽
県
民
生
活
部

共
助
社
会
づ
く
り
課
長

加
藤

繁

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

部
長

古
川
治
夫

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

副
部
長

髙
田
直
芳

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課
長

武
内
道
郎

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

主
席
指
導
主
事

羽
田
邦
弘

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

主
幹

案
浦
久
仁
子

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

主
幹
兼
主
任
指
導
主
事

安
部
逸
郎

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

指
導
主
事

堀
口
利
樹

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

指
導
主
事

坂
本
順
一

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

指
導
主
事

寺
田
貢
紀

▽
埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

所
長

内
田

孝

▽
埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

教
育
主
幹
兼
主
任
指
導
主
事

新
井
秀
明

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

会
長

小
寺
智
子

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

事
務
局
長

黒
澤

治

▽（
公
財
）埼
玉
県
国
際
交
流
協
会

理
事
長

椎
木
隆
夫

▽（
公
財
）埼
玉
県
国
際
交
流
協
会

事
務
局
長

加
藤
哲
之

《
商
工
団
体
関
係
等
》

▽（
一
社
）埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会

会
長

佐
伯
鋼
兵

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長

星
野

進

▽
埼
玉
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

利
根
忠
博

▽
埼
玉
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

加
藤
喜
久
雄

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

理
事
長

織
田
秀
明

▽
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会

会
長

後
閑

博

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

理
事
長

相
川

博

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長

吉
田
幸
司

▽（
一
社
）埼
玉
県
物
産
観
光
協
会

専
務
理
事

植
木
幸
生

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

監
事

江
田
元
之

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

事
務
局
長

新
井

嘉

▽（
公
財
）産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー埼

玉
事
務
所
長

渡
辺
邦
男

▽
埼
玉
県
生
産
性
本
部

事
務
局
長

髙
松
克
弘

▽
埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

専
務
理
事

堀
口
雅
彦

▽
埼
玉
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

所
長

松
山
玲
子

▽
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

専
務
理
事

神
山
哲
雄

《
経
済
界
関
係
》

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

上
條
正
仁

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
社
長

池
田
一
義

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
副
社
長
兼
執
行
役
員

岩
田
一
男

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

取
締
役
兼
常
務
執
行
役
員

中
尾
安
志

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員
埼
玉
中
央
地
域
営
業
本
部
長

藤
田
正
幸

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員
埼
玉
営
業
本
部
長
兼
公
共
法
人
部
担
当

中
野
真
治

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
東
地
域
営
業
本
部
長

小
泉
公
彦

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
西
地
域
営
業
本
部
長

中
村
信
也

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
中
央
地
域
営
業
副
本
部
長

醍
醐
尚
人

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
北
地
域
営
業
本
部
長

山
嵜
浩
一

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

公
共
法
人
部
長

持
田
光
司

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

県
庁
支
店
長

田
中

洋

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
取
締
役

長
堀
和
正

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
執
行
役
員
本
店
営
業
部
長

渡
辺

稔

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
執
行
役
員
地
域
サ
ポ
ー
ト
部
長

宮
崎
裕
雅

《
大
学
及
び
研
究
機
関
》

▽
埼
玉
大
学

学
長

山
口
宏
樹

▽
埼
玉
大
学

理
事
・
副
学
長

佐
藤
勇
一

▽
埼
玉
大
学

参
事
役

星
野
雅
志

▽
埼
玉
大
学

経
済
学
部
副
学
部
長
・
教
授

禹
宗

▽
埼
玉
大
学

研
究
機
構
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

教
授

小
林
裕
一

▽
埼
玉
大
学

研
究
機
構
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
門
長

橋
本

智

▽
埼
玉
大
学

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

綿
貫
啓
一

▽
も
の
つ
く
り
大
学

理
事
長

長
谷
川
真
一

▽
埼
玉
県
立
大
学

学
長

三
浦
宜
彦

▽
埼
玉
県
立
大
学

事
務
局
長

荒
井

宏

《
労
働
団
体
関
係
》

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会

会
長

小
林
直
哉

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会

事
務
局
長

佐
藤
道
明

▽
（
一
社
）
埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会専

務
理
事

竹
花
康
雄

《
報
道
関
係
》

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

小
川
秀
樹

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社

経
済
部（
編
集
局
）記
者

三
宅
芳
樹

▽
㈱
テ
レ
ビ
埼
玉

代
表
取
締
役
社
長

平
本
一
郎

▽
㈱
テ
レ
ビ
埼
玉

取
締
役
総
務
局
長

小
嶋
一
晃

▽
日
本
経
済
新
聞
社

さ
い
た
ま
支
局
長

長
田

正

▽
産
経
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

杉
山

広

▽
日
刊
工
業
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

川
瀬

治

▽
㈱
ぎ
ょ
う
せ
い

石
川
章
一
郎

《
関
係
団
体
》

▽Great
Place

to
W
ork®

Institute
Japan

代
表

岡
元
利
奈
子

▽Great
Place

to
W
ork®

Institute
Japan

副
代
表

平
田
英
司

▽
日
本
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

理
事

加
地
照
子

ごご
来来
賓賓

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

ご来賓の方々
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2277
年年
度度
定定
時時
総総
会会

アア
ルル
ババ
ムム

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る

加
藤
喜
久
雄
氏（
左
）

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る

西
村
和
義
氏（
左
）

定
時
総
会
の
冒
頭

4
月
9
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た

原
宏
名
誉
会
長
の
御
霊
に
全
員
で
黙
祷

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る

池
田
一
義
氏（
左
）

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る

吉
野
寛
治
氏（
左
）

来
賓
祝
辞

安
藤
久
佳
関
東
経
済
産
業
局
長

来
賓
祝
辞

阿
部
充
埼
玉
労
働
局
長

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る

藤
池
一
誠
氏（
左
）

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る

近
藤
栄
治
氏（
左
）

来
賓
祝
辞

細
田
隆
関
東
財
務
局
長

来
賓
祝
辞

小
林
直
哉
連
合
埼
玉
会
長

定
時
総
会
会
場
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懇談風景

講
演
す
る
藤
原
和
博
氏

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
に

知
事
選
出
馬
要
請
書
を
手
交

講
演
会

懇
親
会

開
宴
挨
拶

藤
池
誠
治
副
会
長

懇
親
会

来
賓
祝
辞

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事

懇
親
会

来
賓
祝
辞

清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市
長

懇
親
会

乾
杯
挨
拶

山
口
宏
樹
埼
玉
大
学
学
長

懇
親
会

閉
宴
挨
拶

吉
野
寛
治
副
会
長
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【応募先・問い合わせ先】
〒330－9301
埼玉県さいたま市浦和区高砂3－15－1
埼玉県教育局県立学校部高校教育指導課
体験活動・キャリア教育推進担当
Tel 048－830－6772

【企業の方の問い合わせ先】
一般社団法人
埼玉県経営者協会
埼玉県キャリア教育
実践アワード担当
Tel 048－647－4100

【応募先・問い合わせ先】
〒330－9301
埼玉県さいたま市浦和区高砂3－15－1
埼玉県教育局県立学校部高校教育指導課
体験活動・キャリア教育推進担当
Tel 048－830－6772
Fax 048－830－4959
E-mail a6760-16@pref.saitama.lg.jp

【企業の方の問い合わせ先】
一般社団法人
埼玉県経営者協会
埼玉県キャリア教育
実践アワード担当
Tel 048－647－4100
Fax 048－641－0924

……… 埼玉県キャリア教育実践表彰の概要 ………
今日、若者一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤と
なる能力や態度を育てるキャリア教育の充実が強く求められていま
す。一方、産業界においてもキャリア教育に対する支援を含めCSR
（企業の社会的責任）活動の推進に対する社会的な要請が益々高ま
ってきております。
そこで、昨年度に引き続き埼玉県教育委員会と（一社）埼玉県経営
者協会は、連携を図りながら、県立高校におけるキャリア教育の優
れた実践事例に対して、企業と学校を表彰する「キャリア教育実践
表彰」を行います。

⑴ 募集期間
平成27年5月1日㈮～平成27年11月27日㈮

⑵ 募集対象
キャリア教育に連携して取り組んだ県立高校及び企業
※県教育委員会の事業への取組および公的機関で就職支援を
主業務としている場合は対象外となります。

⑶ 審査基準
県立高校と企業の連携によるキャリア教育の取組を、教育効
果、企画性、継続性などの基準により評価します。審査基準の
詳細については、「埼玉県キャリア教育実践アワード募集要項」
（県教育委員会HP掲載）を御覧ください。

⑷ 応募書類
○埼玉県キャリア教育実践表彰 エントリーシート（別紙2）

県教育委員会のホームページ上に掲載している「平成27年度
埼玉県キャリア教育実践 アワード募集要項」からエントリー
シートをダウンロードして、必要事項を記載してください。
http : //www.pref.saitama.lg.jp/f2208/award/

○応募にあたっては、県立高校及び企業の合意に基づき連名で提
出してください。なお、シートの記載については、いずれか一方
で可としますが、その場合は必ず相手方の承諾を得てください。

⑸ 応募方法
・応募書類を下記応募先まで持参又は郵送してください。FAX
や電子メールは不可とします。
※提出いただく際には、必ずお電話で御一報ください。
⑹ 表彰式

平成28年1月下旬を予定

……… キャリア教育支援宣言企業の募集概要 ………
今日、若者一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤と
なる能力や態度を育てるキャリア教育の充実が強く求められていま
す。一方、産業界においてもキャリア教育に対する支援を含めCSR
（企業の社会的責任）活動の推進に関する社会的な要請が益々高ま
っています。
そこで、昨年度に引き続き埼玉県教育委員会と（一社）埼玉県経営
者協会は、連携を図りながら、県立高校の生徒を対象としたキャリ
ア教育に取り組む意思のある企業の募集及び登録を行います。さら
に、この登録情報を全ての県立高校に提供することにより、企業か
らの支援を希望する学校と企業とのマッチングを行います。

⑴ 募集期間
平成27年5月1日㈮～平成28年3月25日㈮

⑵ 募集対象
・県立高校の生徒を対象としたキャリア教育に、取り組む意思の
ある企業
・県立高校の生徒を対象としたキャリア教育に、既に取り組んで
いる企業

⑶ 応募書類
○埼玉県キャリア教育支援宣言企業 応募シート（別紙1）

県教育委員会のホームページ上に掲載している「平成27年度
埼玉県キャリア教育実践アワード募集要項」から応募シートを
ダウンロードして、必要事項を記載してください。
http : //www.pref.saitama.lg.jp/f2208/award/

○応募いただいた情報については、全ての県立高校に提供するこ
とにより、各高校と企業の連携及びマッチングを進めます。

⑷ 応募方法
下記応募先まで電子メール又はファクスにてご送付ください。
※送付いただく際には、必ずお電話で御一報ください。

体験活動・キャリア教育推進担当
（048－830－6772）

埼埼玉玉県県キキャャリリアア教教育育実実践践アアワワーードド
キャリア教育

支援宣言企業の募集
キャリア教育

実践表彰エントリーの募集

※詳細は埼玉県ホームページ（http : //www.pref.saitama.lg.jp/f2208/award/）に掲載されている募集要項をご覧ください。

最優秀賞を受賞された三組、左から岩槻商業高校と㈲藤宮製菓佐藤代表取締役、さいたま桜高等学園と㈱エム・エル・エス宮腰常務
取締役、小鹿野高校と共和電気㈱山根代表取締役。その他、昨年度は優秀賞二組、奨励賞五組の実践が受賞しました。
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平
成
二
七
年
度
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
企
業
成
長
の
秘
訣
〜
中
堅
企
業
学
―
ミ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ア
経
営
の
す
す
め
』と
題
し
て
慶
應
義
塾
大
学

大
学
院
教
授
磯
辺
剛
彦
氏
が
講
演

平
成
二
七
年
度
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
稲
盛
経
営
の
神
髄
〜
人
を
動
か
す
哲
学
と
は
』と
題
し

て
岡
山
商
科
大
学
教
授
で
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所

リ
サ
ー
チ
フェロ
ー
長
田

貴
仁
氏
が
講
演

大
企
業
の
世
界
で
は
世
界
的
大
企
業

番
付
の
「
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
五
〇
〇
」
に

名
を
連
ね
る
日
本
の
ビ
ッ
グ
・
ビ
ジ
ネ

ス
は
過
去
二
〇
年
で
一
四
九
社
か
ら
五

七
社
に
大
幅
に
減
少
す
る
な
ど
、
日
本

勢
の
相
対
的
劣
勢
に
は
目
を
覆
い
た
く

な
る
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
視
点
か
ら

み
る
と
、
一
定
の
規
模
が
あ
り
事
業
基

盤
の
し
っ
か
り
し
た
日
本
の
中
堅
企
業

へ
の
注
目
度
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
、
Ｇ
Ｅ
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
中
堅

企
業
調
査
に
よ
り
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
五
月
十

八
日
㈪
午
後
二
時
か
ら
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、「
中
堅
企
業
研
究
会
」
を
立
ち
上

げ
、
キ
ラ
リ
と
光
る
中
堅
企
業
の
成
功

の
秘
訣
を
調
査
研
究
し
て
い
る

慶
応

義
塾
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科
教

授

磯
辺
剛
彦
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎

え
し
、『
企
業
成
長
の
秘
訣
〜
中
堅
企

業
学
―
ミ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ア
経
営
の
す
す

め
』
と
題
し
て
開
催
さ
れ
、
六
六
名
の

方
々
が
参
加
し
た
。

◇
講
演
概
要

・
年
間
売
上
高
一
〇
億
円
か
ら
一
〇
〇

〇
億
円
の
企
業
を
「
中
堅
企
業
」
と

定
義
。
日
本
の
中
堅
企
業
は
経
済
発

展
や
地
域
経
済
の
牽
引
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で

十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
様
々
な
業
界
で
活
躍
し

て
い
る
強
い
中
堅
企
業
を
取
り
上
げ
、

事
例
研
究
を
行
っ
た
。

・
強
い
中
堅
企
業
の
本
質
は
、
輸
入
さ

れ
た
戦
略
理
論
だ
け
で
は
説
明
つ
か

な
い
。
そ
こ
に
は
、
経
済
的
合
理
性

（
利
益
追
求
）
に
基
づ
い
た
戦
略
理

論
を
包
摂
す
る
上
位
概
念
と
し
て
、

会
社
の
カ
タ
チ
を
明
確
に
し
た
「
経

営
理
念
」
�
ミ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ア
が
存

在
す
る
。

・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ア
経
営
で
は
、
単
に

「
世
の
た
め
、
人
の
た
め
」
と
い
っ

た
漠
然
と
し
た
目
的
で
は
な
く
、
社

会
や
地
域
が
抱
え
る
具
体
的
課
題
の

解
決
に
向
け
た
創
業
者
・
経
営
者
理

念
が
多
い
。
さ
ら
に
経
営
者
の
仕
事

の
大
半
は
、
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
社

員
と
の
共
有
に
費
や
さ
れ
て
お
り
、

結
果
と
し
て
そ
れ
が
会
社
を
一
つ
の

方
向
に
一
体
的
に
向
か
わ
せ
し
め
て

い
る
。

京
セ
ラ
の
創
業
者
、
稲
盛
和
夫
氏
に

関
係
す
る
い
わ
ゆ
る
�
稲
盛
本
�
が
書

店
に
多
く
並
ん
で
い
る
。
そ
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
を
見
る
と
、「
経
営
」
に
つ
い

て
だ
け
で
な
く
、「
稲
盛
哲
学
」
に
つ

い
て
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
し

か
も
時
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
後
者
の

比
率
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は

い
わ
ゆ
る
実
利
的
、合
理
的
な「
経
営
」

だ
け
で
な
く
、
稲
盛
和
男
と
い
う
人
間

に
世
の
中
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
の
証
左
と
も
い
え
る
。

五
月
二
十
五
日
㈪
午
後
二
時
か
ら
大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
二
回
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
こ
の
「
稲
盛
哲
学
」

を
テ
ー
マ
に
岡
山
商
科
大
学
教
授
で
神

戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
リ
サ
ー
チ
フ

ェ
ロ
ー
の

長
田

貴
仁

氏
を
講
師

と
し
て
お
迎
え
し
、
九
九
名
の
方
々
が

参
加
し
た
。

講
師
の
長
田
氏
は
、ビ
ジ
ネ
ス
誌「
プ

レ
ジ
デ
ン
ト
」
の
編
集
責
任
者
、
そ
し

て
大
学
教
授
と
し
て
、
日
本
を
代
表
す

る
多
く
の
企
業
経
営
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
、
経
営
学
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

両
方
法
論
に
よ
り
、
執
筆
し
た
多
く
の

論
考
を
著
書
や
新
聞
、
ビ
ジ
ネ
ス
誌
等

で
発
表
し
て
き
て
い
る
。

◇
講
演
概
要

・
稲
盛
経
営
の
集
大
成
が
「
ア
メ
ー
バ

経
営
」。
ア
メ
ー
バ
経
営
と
は
、
組

織
を
小
集
団
（
ア
メ
ー
バ
）
に
分
け
、

市
場
に
直
結
し
た
独
立
採
算
制
に
よ

り
運
営
し
、
経
営
者
意
識
を
持
っ
た

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

全
従
業
員
が
経
営
に
参
画
す
る
「
全

質問する参加者

講演する長田貴仁氏質問も出された質問に答える長田氏

第1回トップセミナー

第2回トップセミナー

講演する磯辺剛彦氏
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平
成
二
七
年
度
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
不
祥
事
は
誰
が
起
こ
す
の
か
〜
多
く
の
事
例
を
踏
ま
え

不
祥
事
の
仕
組
み
と
予
防
策
を
徹
底
解
剖
』と
題
し
て
、

リ
ス
ク
管
理
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る

大
分
県
立
芸

術
文
化
短
期
大
学
教
授

植
村

修
一
氏
が
講
演

平
成
二
七
年
度
第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
東
大
物
理
学
者
が
教
え
る�
考
え
る
力
�の
鍛
え
方
〜

想
定
外
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
』と
題
し
て

東
京
大
学
教
授
・
理
論
物
理
学
者

上
田

正
仁

氏

が
講
演

員
参
加
経
営
」
を
実
現
す
る
分
権
的

経
営
シ
ス
テ
ム
。

・
こ
の
ア
メ
ー
バ
経
営
の
導
入
に
よ
り
、

①
小
さ
な
単
位
の
経
営
課
題
が
明
確

に
な
る
、
②
細
部
に
わ
た
り
透
明
性

が
確
保
さ
れ
責
任
の
所
在
が
明
確
に

な
る
、
③
各
ア
メ
ー
バ
が
協
調
、
競

争
す
る
こ
と
で
、
継
続
的
に
創
意
工

夫
や
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
促
し
、
経
営

環
境
の
変
化
に
即
応
で
き
る
態
勢
が

構
築
さ
れ
る
、
な
ど
の
成
果
が
生
ま

れ
る
。

・
優
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム
（
ア
メ

ー
バ
経
営
）
の
導
入
が
、
必
ず
し
も

業
績
改
善
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な

い
。
重
要
な
の
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス

テ
ム
と
経
営
理
念
の
相
性
。
そ
の
意

味
で
ア
メ
ー
バ
経
営
の
土
壌
と
な
っ

て
い
る
の
が
、
稲
盛
が
自
問
自
答
し

な
が
ら
得
た
人
生
哲
学
で
あ
り
、
こ

れ
が
基
本
思
想
「
京
セ
ラ
フ
ィ
ロ
ソ

フ
ィ
」
に
通
じ
て
い
る
。

談
合
や
カ
ル
テ
ル
、
デ
ー
タ
の
捏
造

や
改
ざ
ん
、
毒
物
混
入
、
偽
装
表
示
、

反
社
会
的
勢
力
、
情
報
漏
洩
、
政
務
活

動
費
不
正
支
出
…
国
際
的
な
大
企
業
か

ら
公
的
機
関
に
至
る
ま
で
、「
不
祥
事
」

の
問
題
は
収
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

そ
の
た
び
に
起
こ
る
「
ま
た
か
」
の

思
い
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
散
々
言
わ
れ

続
け
て
き
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
リ
ス
ク

管
理
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
か
。

こ
う
し
た
課
題
、
問
題
に
対
す
る
予

防
策
を
検
討
す
る
た
め
、
六
月
二
日
㈫

午
後
二
時
か
ら
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
、
日
本
銀
行
金
融
機
構
局
審
議
役
等

の
キ
ャ
リ
ア
を
有
す
る
リ
ス
ク
管
理
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
る

大
分
県
立
芸

術
文
化
短
期
大
学

教
授

植
村

修

一

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
『
不

祥
事
は
誰
が
起
こ
す
の
か
〜
多
く
の
事

例
を
踏
ま
え
不
祥
事
の
仕
組
み
と
予
防

策
を
徹
底
解
剖
』
と
題
し
て
開
催
、
八

七
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

◇
講
演
概
要

・
人
間
は
完
全
で
は
な
い
。
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
社
会
的
に
考
え
れ
ば
問
題

が
あ
る
こ
と
で
も
、
人
間
関
係
や
社

内
ル
ー
ル
、
業
界
の
慣
行
な
ど
、
社

会
的
な
関
係
の
中
で
、
誰
し
も
不
祥

事
に
荷
担
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
。

・
不
祥
事
が
生
ま
れ
る
土
壌
は
ど
の
組

織
で
も
抱
え
て
お
り
、
不
祥
事
の
種

は
い
た
る
と
こ
ろ
に
ば
ら
ま
か
れ
て

い
る
。
し
か
も
そ
れ
は
様
々
な
要
因

が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
そ
れ
が
連
鎖

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
態
が
よ
り

深
刻
化
す
る
。

・
不
祥
事
防
止
に「
こ
れ
さ
え
や
れ
ば
」

は
存
在
し
な
い
。
自
社
で
も
い
つ
か

は
同
じ
こ
と
が
起
き
る
か
も
し
れ
な

い
、
そ
う
し
た
危
機
感
を
持
ち
続
け

る
こ
と
が
不
祥
事
防
止
の
第
一
歩
と

い
え
る
。

現
在
、
経
済
情
勢
、
政
治
情
勢
、
国

際
関
係
な
ど
、
日
本
を
取
り
巻
く
あ
ら

ゆ
る
状
況
が
劇
的
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
想
定
外
の
時
代
の
変
化
に

適
応
す
る
た
め
に
は
、
大
学
受
験
や
学

校
教
育
で
重
視
さ
れ
る
「
マ
ニ
ュ
ア
ル

力
�
答
え
が
決
ま
っ
た
問
題
を
与
え
ら

れ
た
時
間
内
に
で
き
る
だ
け
早
く
能

力
」
だ
け
が
優
れ
て
い
る
だ
け
で
は
難

し
く
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
解
決
方
法

を
生
み
出
す
こ
と
の
で
き
る
思
考
力
を

い
か
に
鍛
え
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重

要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
六
月
十
五
日

㈪
午
後
二
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系

研
究
科
（
物
理
学
専
攻
）
教
授

上
田

正
仁

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

『
東
大
物
理
学
者
が
教
え
る
�
考
え
る

力
�
の
鍛
え
方
〜
想
定
外
の
時
代
を
生

き
抜
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
』
と
題
し
て
講

演
が
行
わ
れ
、
六
六
名
の
方
々
が
参
加

し
た
。

上
田
教
授
は
こ
れ
ま
で
、
考
え
る
う

え
で
の
指
針
は
何
か
、
思
考
力
を
増
強

す
る
た
め
に
日
頃
か
ら
ど
ん
な
工
夫
を

す
れ
ば
よ
い
の
か
、
独
自
な
ア
イ
デ
ア

を
思
い
つ
く
た
め
の
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ

ク
な
方
法
は
な
い
の
か
等
々
、
物
理
学

者
と
し
て
、
ま
た
教
育
に
携
わ
る
者
と

し
て
、「
考
え
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
、
物
事
は
本
来
ど
う
あ
る
べ

き
か
に
つ
い
て
考
え
続
け
て
こ
ら
れ
た
。

◇
講
演
概
要

・
マ
ニ
ュ
ア
ル
力
は
大
学
入
試
ま
で
ほ

ぼ
唯
一
の
評
価
基
準
で
あ
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
学
業
優
秀
だ
っ
た
人
が
、

社
会
に
出
た
あ
と
で
、
評
価
基
準
が

変
わ
る
こ
と
に
戸
惑
う
ケ
ー
ス
は
少第4回トップセミナー

第3回トップセミナー

ホワイトボードを使用し
わかりやすい講演であった

講演する上田正仁氏

講演する植村修一氏
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平
成
二
七
年
度
第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
競
争
戦
略
の
考
え
方
〜
基
本
原
理
と
鳥
瞰
図
か
ら
読

み
解
く
』と
題
し
て
一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科

教
授

加
藤

俊
彦
氏
が
講
演

平
成
二
七
年
度
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
企
業
に
と
っ
て
の『
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
』と
何
か
？

〜
成
熟
経
済
、少
子
高
齢
化
時
代
に
必
須
の
仕
事
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の「
型
」を
考
え
る
」と
題
し
て

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ（
カ
ン
ド
）株
式
会
社

代
表
取
締
役

高
橋

輝
行

氏
が
講
演

な
く
な
い
。
一
方
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
力

は
物
事
を
考
え
る
た
め
の
「
型
」
で

あ
り
、
こ
れ
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
、

考
え
に
基
礎
の
な
い
「
型
な
し
」
と

な
っ
て
し
ま
う
。

・「
考
え
る
力
」
は
時
間
を
か
け
根
気

強
く
考
え
、
物
事
の
本
質
を
見
抜
く

力
で
あ
る
。「
考
え
る
力
」
を
鍛
え

る
に
は
、
単
に
「
分
か
ら
な
い
」
を

「
こ
こ
が
分
か
ら
な
い
」
に
変
え
る

ス
テ
ッ
プ
が
重
要
で
あ
る
。

・「
創
造
力
」
と
は
自
ら
課
題
を
見
つ

け
て
、
独
自
の
解
決
策
を
あ
み
だ
す

力
。「
こ
こ
が
分
か
ら
な
い
」
が
明

確
と
な
っ
た
あ
と
は
、
課
題
に
立
ち

向
か
う
強
い
信
念
と
勇
気
を
持
っ
て

取
組
む
姿
勢
が
、
創
造
力
の
源
泉
と

な
る
。

事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
刻
々
と
変

化
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
か
に
環

境
が
変
わ
ろ
う
と
も
、
現
象
の
背
景
に

あ
る
基
本
的
な
原
理
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
目
の
前
の
動
き
に
翻
弄
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
効

果
的
な
経
営
戦
略
を
組
み
立
て
る
上
で

は
、
基
本
的
な
原
理
や
考
え
方
を
深
く

確
実
に
理
解
す
る
こ
と
が
、
大
き
な
意

味
を
持
ち
ま
す
。

こ
う
し
た
認
識
を
踏
ま
え
、
六
月
十

八
日
㈭
午
後
三
時
か
ら
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

経
営
戦
略
の
中
で
も
個
々
の
事
業
に
焦

点
を
当
て
る
「
競
争
戦
略
」
を
テ
ー
マ

に
、
競
争
戦
略
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

る
一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科

教

授

加
藤

俊
彦

氏
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、『
競
争
戦
略
の
考
え
方
〜

基
本
原
理
と
鳥
瞰
図
か
ら
読
み
解
く
』

と
題
し
て
開
催
、
六
二
名
の
方
々
が
参

加
し
た
。

加
藤
教
授
か
ら
は
、
競
争
戦
略
を
考

え
る
際
に
重
要
と
な
る
、
事
業
の
収
益

性
を
左
右
す
る
基
本
的
な
原
理
を
説
明

し
た
上
で
、
一
歩
退
い
た
視
点
か
ら
自

社
を
取
り
巻
く
状
況
を
い
か
に
し
て
読

み
解
き
、
自
社
の
競
争
戦
略
を
ど
の
よ

う
に
変
革
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、「
な

ぜ
得
意
客
の
声
に
常
に
応
え
て
は
な
ら

な
い
の
か
」、「
な
ぜ
積
極
的
な
攻
め
手

が
破
滅
的
な
状
況
を
も
た
ら
す
場
合
が

あ
る
の
か
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
問
題

に
も
触
れ
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
た
だ
い
た
。

◇
講
演
概
要

・
日
本
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
刻
々

と
変
化
し
、
事
業
を
取
り
巻
く
環
境

が
多
角
化
・
複
雑
化
す
る
中
で
は
、

既
存
の
経
営
戦
略
論
を
一
般
的
な
ロ

ジ
ッ
ク
だ
け
で
捉
え
て
し
ま
う
と
、

大
局
を
見
誤
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
。

・
例
え
ば
、
売
上
を
増
や
す
に
は
、
販

売
価
格
を
下
げ
て
販
売
個
数
を
増
や

す
こ
と
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
し
た
競

合
企
業
が
同
様
に
販
売
価
格
を
下
げ

て
し
ま
え
ば
、
単
に
そ
の
商
品
の
価

格
が
下
が
る
だ
け
。
結
果
的
に
は
業

界
全
体
の
利
益
が
失
わ
れ
、
利
益
の

大
半
は
顧
客
が
享
受
す
る
こ
と
に
な

る
。

・
企
業
の
利
益
配
分
は
、
取
引
関
係
者

と
の
パ
ワ
ー
関
係
で
決
ま
る
。
し
た

が
っ
て
継
続
的
に
儲
か
る
企
業
は
、

取
引
相
手
と
の
間
で
、
相
対
的
に
高

い
優
位
性
を
有
し
て
い
る
。

・
パ
ワ
ー
関
係
を
決
め
る
要
因
は
い
く

つ
か
あ
る
が
、
簡
単
に
言
え
ば
買
主

に
と
っ
て
、
①
そ
の
商
品
が
欲
し
け

れ
ば
欲
し
い
ほ
ど
（
必
要
性
）、
②

他
に
調
達
手
段
が
無
け
れ
ば
無
い
ほ

ど
（
代
替
性
）、
買
主
と
し
て
の
立

場
が
弱
く
な
り
、
売
主
に
利
益
を
奪

わ
れ
る
関
係
に
あ
る
。

・
競
争
戦
略
を
具
体
的
に
考
え
る
と
き

に
は
、
産
業
構
造
全
体
の
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
を
見
渡
す
こ
と
で
そ
れ
ぞ

れ
の
パ
ワ
ー
関
係
を
分
析
し
、
自
社

の
パ
ワ
ー
向
上
、
パ
ワ
ー
関
係
の
改

善
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

・
重
要
な
の
は
、
①
広
い
視
点
か
ら
ど

の
よ
う
な
企
業
が
自
社
の
事
業
と
関

係
し
て
い
る
の
か
把
握
す
る
こ
と
、

②
そ
の
中
で
、
誰
が
利
益
を
享
受
す

る
の
か
じ
っ
く
り
考
察
す
る
こ
と
で

あ
る
。

日
本
経
団
連
の
新
卒
採
用
ア
ン
ケ
ー

ト
で
一
〇
年
連
続
一
位
が
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」。
多
く
の
経
営
者

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
高
い

人
材
を
求
め
る
声
は
多
い
も
の
の
、「
あ

な
た
の
会
社
に
と
っ
て
必
要
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
は
？
」
と
問
わ
れ

る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
経
営
者
が
明
確
に

答
え
ら
れ
な
い
。

目
指
す
姿
の
無
い
ま
ま
に
、
読
み
聞

き
し
た
「
成
功
事
例
」
に
飛
び
つ
き
、

形
骸
化
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

守
り
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
や
研

修
会
社
に
丸
投
げ
し
、
結
果
は
モ
レ
・

日本の今後の教育に
関する質問も出された第5回トップセミナー

第6回トップセミナー

講演する加藤俊彦氏

講演する
高橋輝行氏
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平
成
二
七
年
度
第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
チ
ー
ム
を
活
か
し
組
織
を
活
性
化
で
き
る
真
の
リ
ー
ダ

ー
に
な
る
！
〜
自
己
の
内
省
と
奉
仕
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
学
ぶ
』を
テ
ー
マ
に
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ
Ｂ
Ｃ
Ｓ
認
定
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
加
地
照
子
氏
が
講
演

平
成
二
七
年
度
第
二
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

チ
ー
ム
を
活
か
し
組
織
を
活
性
化
で
き
る
真
の
リ
ー
ダ
ー
に

な
る
！
』の
シ
リ
ー
ズ
第
2
弾
。組
織
推
進
力
の
秘
訣
で
あ
る

シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
で
学
ぶ
」

を
テ
ー
マ
に
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
コ
ー
チ
／
Ｂ
Ｃ
Ｓ
認
定
プ
ロ
フェッ
シ
ョ
ナ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

チ
／
Ｈ
Ｓ
Ｉ
認
証
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

加
地
照
子
氏
が
講
演

ム
ダ
・
ム
リ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
組
織
全
体
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る

と
い
う
の
が
実
情
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
六
月
二

十
四
日
㈬
午
後
二
時
か
ら
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
（
カ
ン
ド
）
株
式

会
社
代
表
取
締
役

高
橋

輝
行

氏

を
お
迎
え
し
、「
企
業
に
と
っ
て
の
『
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
』
と
何
か
？
〜

成
熟
経
済
、
少
子
高
齢
化
時
代
に
必
須

の
仕
事
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

「
型
」
を
考
え
る
」
と
題
し
て
講
演
が

行
わ
れ
、
五
〇
名
が
参
加
し
た
。

高
橋
氏
か
ら
は
、
様
々
な
事
例
紹
介

を
通
じ
て
、
私
た
ち
が
仕
事
を
行
う
上

で
本
当
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
は
何
か
に
つ
い
て
事
例
を
踏
ま
え

解
説
い
た
だ
い
た
。

◇
講
演
骨
子

企
業
業
績
改
善
や
新
規
事
業
開
拓
な

ど
の
経
営
課
題
に
取
組
む
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
待
ち
受
け
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
克
服
す
る
た
め
に
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
不
可
欠
だ
が
、
必
要

な
3
要
素
は
以
下
の
と
お
り
。

①
ゼ
ロ
発
想

目
の
前
に
あ
る
現
実
（
多
額
の
負
債
、

疲
弊
し
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
し
た

社
員
）
を
前
に
す
る
と
そ
こ
だ
け
に
捉

わ
れ
て
し
ま
う
。
一
度
冷
静
に
な
っ
て

今
ま
で
捉
わ
れ
て
い
た
認
識
を
一
度
リ

セ
ッ
ト
し
て
考
え
る
。

②
未
来
志
向

将
来
の
前
向
き
な
業
績
目
標
を
設
定

し
、
全
員
で
共
有
す
る
こ
と
で
組
織
に

推
進
力
が
生
ま
れ
る
。

③
和
の
心

関
係
者
全
員
が
納
得
性
を
得
ら
れ
る

よ
う
な
発
想
を
常
に
持
つ
。

こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
周

囲
を
巻
き
込
み
協
力
を
得
な
が
ら
、
将

来
の
理
想
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
月
十
五
日
㈬
、
一
三
時
三
〇
分
よ

り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
市
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
二
七
年
度
第
一
回
特
別
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
、
過

去
3
年
間�
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
�と�
コ

ー
チ
ン
グ
�
を
軸
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
強
化
・
向
上
等
を
テ
ー
マ
に
ご

講
演
を
い
た
だ
い
て
い
る
、
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
チ
㈱
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ
の

加
地

照
子

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎

え
し
、『
チ
ー
ム
を
活
か
し
組
織
を
活

性
化
で
き
る
真
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
！

〜
自
己
の
内
省
と
奉
仕
型
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
学
ぶ
』
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、

五
三
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

当
日
の
講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

◇
講
演
の
概
要

一

結
創
力
を
高
め
る
〜
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
相
関
性

と
相
乗
効
果
を
再
確
認
す
る

・
企
業
の
環
境
変
化
が
急
激
な
昨
今
に

あ
っ
て
は
、
現
場
レ
ベ
ル
で
迅
速
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
今
、

部
下
が
状
況
に
応
じ
て
自
ら
適
切
に

判
断
す
る
環
境
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、

「
奉
仕
型
リ
ー
ダ
ー
」
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

・「
奉
仕
型
リ
ー
ダ
ー
」
に
は
部
下
か

ら
の
信
頼
感
が
伴
う
が
、
こ
れ
に
は

議
論
や
説
得
、
思
い
や
り
、
共
感
な

ど
の
要
素
が
必
要
と
な
る
。

二

組
織
活
性
化
に
不
可
欠
の
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ー
チ
ン
グ
モ
デ
ル
構
築
の
考
え

方
を
学
ぶ

・
組
織
の
価
値
観
が
明
確
で
も
、
構
成

員
の
価
値
観
に
ま
と
ま
り
が
な
い
と
、

組
織
と
し
て
機
能
し
な
い
。
逆
に
組

織
の
価
値
観
が
不
明
確
で
も
、
構
成

員
の
価
値
観
が
統
一
さ
れ
て
い
れ
ば
、

組
織
は
活
性
化
す
る
。

・
大
き
な
夢
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
掲
げ
、

志
を
構
成
員
に
熱
く
訴
え
る
こ
と
で
、

戦
略
・
戦
術
が
よ
り
明
確
と
な
る
。

三
「
承
認
力（
感
謝
す
る
・
褒
め
る
）」

を
強
化
す
る
。

・
上
司
と
頻
繁
に
や
り
取
り
し
て
い
る

部
下
で
も
、「
上
司
に
信
頼
さ
れ
て
い

る
」と
考
え
る
人
は
意
外
と
少
な
い
。

・
マ
ズ
ロ
ー
の
欲
求
5
段
階
説
で
は
、

①
生
理
的
欲
求
↓
②
安
全
欲
求
↓
③

社
会
的
欲
求
↓
④
承
認
欲
求
↓
⑤
自

己
実
現
欲
求
、
と
な
り
、
部
下
を
⑤

の
次
元
に
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

・
上
司
が
部
下
の
④
承
認
欲
求
を
満
た

す（
上
手
に
褒
め
る
）こ
と
に
よ
っ
て
、

⑤
自
己
実
現
欲
求
が
高
ま
り
、仕
事
へ

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
に
も
つ
な
が
る
。

四
月
二
十
日
㈪
、
九
時
三
〇
分
よ
り

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
市
民
ホ
ー
ル
に

グループワーク

きめ細かな指導が行われた

第1回特別セミナー講演する加地照子氏
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平
成
二
七
年
度
第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
人
事
・
総
務
の
た
め
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
』と
題
し
て

㈱
野
村
総
合
研
究
所

未
来
創
発
セ
ン
タ
ー

制
度
戦

略
研
究
室
長

梅
屋
真
一
郎

氏
が
講
演

お
い
て
、
二
七
年
度
第
二
回
特
別
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
、
四
月

十
五
日
㈬
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
特
別

セ
ミ
ナ
ー
『
チ
ー
ム
を
活
か
し
組
織
を

活
性
化
で
き
る
真
の
リ
ー
ダ
ー
に
な

る
！
』
の
シ
リ
ー
ズ
第
2
弾
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
組
織
推

進
力
の
秘
訣
で
あ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
、
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ
／
Ｂ
Ｃ
Ｓ

認
定
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
／
Ｈ
Ｓ
Ｉ
認
証

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
加
地
照
子
氏

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
講

演
研
修
・
人
材
開
発
の
世
界
的

権
威
で
あ
る
Ｈ
Ｓ
Ｉ
社
（hu-

m
ansynergistics，INTER-
NA
TIONA

L

）
か
ら
使
用
許

可
を
得
た
教
材
を
活
用
し
て
、

交
流
的
演
習
を
中
心
に
以
下
の

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
わ
れ

た
。
会
社
経
営
者
や
管
理
職
の

方
、
今
後
の
リ
ー
ダ
ー
候
補
者

な
ど
、
男
女
を
問
わ
ず
幅
広
い

層
四
四
名
が
参
加
し
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
組
織
推

進
力
の
秘
訣
で
あ
る
「
シ
ナ
ジ

ー
効
果
」
を
体
感
し
ま
し
た
。

そ
の
後
グ
ル
ー
プ
と
し
て
建

設
的
な
議
論
が
な
さ
れ
た
か
、

効
果
的
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
は

何
か
な
ど
、
他
グ
ル
ー
プ
と
の

比
較
も
交
え
な
が
ら
、
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

一
�
組
織
推
進
力
の
秘
訣
で
あ
る
シ
ナ

ジ
ー
効
果
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
学
ぶ
〜
三
人
寄
れ
ば

文
殊
の
知
恵

・
事
例「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
状
況
」

に
お
け
る
�
20
の
行
動
�
の
順
位
を

決
定
す
る

・
効
果
的
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
な
さ
れ

て
い
た
か
を
振
り
返
り
検
証
す
る

・
シ
ナ
ジ
ー
的
意
思
決
定
が
生
み
出
す

効
果
を
知
る

二
�
個
人
の
行
動
特
性
を
知
り
、
シ
ナ

ジ
ー
効
果
を
生
み
出
す
チ
ー
ム
力
を

分
析
す
る

・
良
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
た
背

景
を
調
べ
る

・
三
つ
の
行
動
ス
タ
イ
ル
を
知
る
（
建

設
的
・
受
身
的
・
攻
撃
的
）

・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
お
け
る
行
動
ス
タ

イ
ル
を
分
析
す
る

・
各
グ
ル
ー
プ
に
存
在
し
た
行
動
特
性

を
知
る

三
�
組
織
が
建
設
的
運
営
に
至
る
に
は
？

平
成
二
五
年
五
月
二
四
日
、
国
会
に

お
い
て
「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
番
号
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
」
を
は
じ
め
と

す
る
関
連
4
法
案
が
成
立
し
、「
社
会

保
障
・
税
番
号
制
度
（
以
下
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
）」
の
ス
タ

ー
ト
が
正
式
に
決
定
し

た
。こ

の
法
律
に
よ
り
、

平
成
二
七
年
十
月
か
ら

す
べ
て
の
住
民
に
個
人

番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

が
、
す
べ
て
の
法
人
に

は
法
人
番
号
と
い
う

個
々
に
正
確
に
識
別
で

き
る
番
号
が
通
知
さ
れ
、

平
成
二
八
年
一
月
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

運
用
が
開
始
さ
れ
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
従
業
員

を
抱
え
る
す
べ
て
の
企

業
が
当
事
者
と
し
て
、
制
度
開
始
ま
で

の
わ
ず
か
な
期
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要

な
準
備
・
対
策
を
講
じ
る
必
要
性
が
生

じ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
五
月
十

五
日
㈮
午
後
二
時
か
ら
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
し
て
関
係
省

庁
や
関
連
団
体
等
と
の
共
同
検
討
を
多

数
実
施
し
、
制
度
の
詳
細
情
報
な
ど
を

「
金
融
財
政
事
情
」
等
各
種
専
門
誌
で

多
数
情
報
発
信
さ
れ
て
お
ら
れ
る
㈱
野

村
総
合
研
究
所

未
来
創
発
セ
ン
タ
ー

第2回特別セミナー

講演する梅屋真一郎氏

グループ作業グループ発表

関心の高いテーマであったため多くの質問が出された

150名近い多数の参加者があった
第3回特別セミナー
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平
成
二
七
年
度
第
一
回
企
業
戦
略
研
究
会

『
世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
を
視
察
そ
し
て
産
学
官
連

携
の
機
会
に
つ
な
げ
る
』を
テ
ー
マ
に
産
業
技
術
総
合
研

究
所
を
視
察
〜
研
究
ユニッ
ト
視
察
と
産
学
官
連
携
活
動

に
つ
い
て
学
ぶ

制
度
戦
略
研
究
室
長

梅
屋

真
一
郎

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
人
事
・

総
務
の
た
め
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」

と
題
し
て
開
催
し
、
人
事
・
総
務
・
経

理
・
教
育
・
内
部
統
制
・
Ｉ
Ｔ
な
ど
、

企
業
実
務
へ
の
影
響
と
取
組
む
べ
き
課

題
に
つ
い
て
詳
細
に
解
説
い
た
だ
い
た
。

企
業
に
と
っ
て
極
め
て
関
心
の
高
い

テ
ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
四
三

名
と
い
う
多
数
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

日
本
経
済
が
力
強
い
発
展
を
続
け
る

た
め
に
は
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
科
学

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
、
企

業
を
は
じ
め
日
本
全
体
の
国
際
競
争
力

の
向
上
が
必
要
不
可
欠
と
い
え
る
。

政
府
は
、
豊
か
で
活
力
あ
る
国
民
生

活
の
実
現
の
た
め
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
政
策
を
推
進
し
て
お
り
、
新

産
業
の
創
出
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
構
築
等
を
図
り
、
単
な
る
技
術
革

新
で
な
い
経
済
社
会
の
変
革
を
も
た
ら

す
革
新
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
国
立
研
究
開
発

法
人

産
業
技
術
総
合
研
究
所
は
、
我

が
国
最
大
級
の
公
的
研
究
機
関
で
あ
り
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
、
情
報
通
信
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
材
料
・
製

造
、
計
測
・
計
量

標
準
、
地
質
の
6

分
野
に
お
い
て
、

新
成
長
戦
略
に
示

さ
れ
て
い
る
グ
リ

ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、ラ
イ
フ
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

等
の
研
究
開
発
を

行
い
、
多
く
の
成

果
を
あ
げ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
五
月

二
〇
日
㈬
の
第
一

回
企
業
戦
略
研
究

会
で
は
、
茨
城
県

つ
く
ば
市
に
あ
る

産
業
技
術
総
合
研

究
所
を
訪
問
し
、

企
業
と
の
連
携
事

例
や
産
学
官
連
携

活
動
の
紹
介
、
研

究
ユ
ニ
ッ
ト

（
研
究
室
）

の
視
察
会
を

開
催
し
、
十

九
名
の
方
々

が
参
加
し
た
。

当
日
は
一

〇
時
か
ら
、

根
岸
茂
文
専

務
理
事
に
よ

る
開
会
挨
拶

が
行
わ
れ
た

後
、
産
総
研
永
山

隆
久
氏
よ
り
、
施

設
の
概
要
を
御
説
明
い
た
だ
い
た
。
そ

の
後
、
一
〇
時
三
〇
分
か
ら
、
二
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
研
究
室
の
見
学
を
行

っ
た
。
午
後
は
一
時
三
〇
分
か
ら
産
総

研

黒
澤

茂
氏
よ
り
、
産
学
官
連
携

の
取
組
事
例
や
企
業
の
新
事
業
展
開
の

ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
な
研
究
成
果
等
に

つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、

産
総
研
の
方
々
と
名
刺
交
換
を
行
っ
た
。

【
視
察
の
ポ
イ
ン
ト
】

◇
人
間
情
報
研
究
部
門

こ
の
部
門
で
は
、
人
間
機
能
を
計
測

し
、
そ
の
仕
組
み
を
知
り
モ
デ
ル
化
す

る
こ
と
で
、
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の

向
上
に
役
立
て
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
紹
介
さ
れ
た
「
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｒ

技
術
」
で
は
従
業
員
行
動
計
測
の
デ
ー

タ
を
可
視
化
し
、
各
従
業
員
の
行
動
パ

タ
ー
ン
を
検
証
し
、
接
客
時
間
の
向
上
、

追
加
注
文
数
の
増
加
な
ど
の
改
善
に
役

立
て
る
研
究
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
カ

ラ
ー
画
像
と
距
離
画
像
に
よ
り
人
の
流

れ
を
計
測
す
る
「
Ｐ
Ｇ
Ｂ
―
Ｄ
セ
ン

サ
」
で
は
、
一
日
単
位
、
年
単
位
の
人

の
流
れ
を
手
軽
に
可
視
化
し
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
支
援
、
誘
導
支
援
に
利
用
可

能
と
な
る
よ
う
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い

た
。

◇
ロ
ボ
ッ
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ

ン
タ
ー

こ
こ
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
単
体
の
開
発

だ
け
で
な
く
、
企
業
側
の
ロ
ボ
ッ
ト
導

入
に
よ
る
投
資
効
率
や
運
用
効
果
を
検

証
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
取
得
、
解
析
技

術
の
確
立
に
も
力
点
を
置
い
て
い
る
。

視
察
で
は
、
ま
る
で
生
き
て
い
る
人

間
の
よ
う
な
リ
ア
ル
な
人
型
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
が
、
見
学
者
に
向
か
っ
て
挨
拶
し

た
り
、
相
手
の
目
を
見
て
う
な
ず
く
様

子
を
見
学
し
た
。
認
知
症
高
齢
者
の
話

し
相
手
に
な
る
こ
と
や
、
発
達
障
碍
児

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
向
上

に
役
立
て
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
介
護
用
の
ベ
ッ
ド
が
ス
イ
ッ

チ
一
つ
で
車
椅
子
に
変
身
す
る
様
子
は
、

介
護
現
場
に
お
け
る
即
戦
力
と
し
て
の

可
能
性
を
感
じ
た
。

産総研の研究実績を展示するサイエンススクエア

癒し系ロボットパロに触れる参加者

産学官連携活動の紹介

サービス工学によるサービス産業イノベーション
への取組についての説明（サービス工学センター）

サービスロボティクス研究グループ
（知能システム研究部門）

産総研産学官連携スタッフ（右）
と名刺交換する参加者

アンドロイド

サービスロボティクス研究グループ
（知能システム研究部門）
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平
成
二
七
年
度

埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
説
明
会
開
催

平
成
二
七
年
度
労
働
法
講
座
開
催

平
成
二
七
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
第
一
講

「
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
力
の
向
上
」を
テ
ー
マ
に
開
催

埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
に
関

す
る
説
明
会
が
、
平
成
二
七
年
四
月
二

十
四
日
一
四
時
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
五
〇
名
の
方
々
が
出
席
し
た
。

最
初
に
産
業
労
働
部
副
部
長
の
加
藤

和
男
氏
よ
り
、「
通
商
産
業
政
策
の
地

方
分
権
化
」「
次
世
代
産
業
・
先
端
産

業
の
支
援
」「
県
内
企
業
の
海
外
展
開

支
援
」「
が
ん
ば
る
中
小
企
業
の
応
援
」

「
産
業
集
積
の
推
進
」「
魅
力
あ
る
観

光
の
推
進
」
を
テ
ー
マ
に
説
明
が
あ
っ

た
。
ま
ず
県
が
掲
げ
る
「
通
商
産
業
施

策
の
地
方
分
権
化
」
の
必
要
性
に
つ
い

て
触
れ
た
後
、
各
種
事
業
の
ポ
イ
ン
ト

や
支
援
制
度
の
概
要
に
関
し
て
説
明
が

あ
っ
た
。

続
い
て
雇
用
労
働
局
長
の
渡
辺
充
氏

よ
り
「
女
性
が
い
き
い
き
輝
く
社
会
の

構
築
（
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）」「
雇
用
の
安
心
」
に
つ
い

て
、
施
策
の
背
景
と
な
る
埼
玉
県
の
雇

用
情
勢
や
労
働
環
境
に
係
る
統
計
・
分

析
を
紹
介
し
た
あ
と
、
県
が
推
進
す
る

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具

体
的
な
事
業
内
容
や
、
そ
の
他
主
要
施

策
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
の
担
当

者
や
現
場
管
理
・
監
督
者
を
対
象
に
労

務
管
理
上
必
要
な
労
働
法
の
実
務
知
識

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
こ
と

を
目
的
に
労
働
法
実
務
講
座
を
四
講
に

わ
た
り
開
催
し
た
。

な
お
、
本
年
度
は
よ
り
多
く
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
狙
い
に
、

参
加
費
無
料
で
開
催
、
各
講
と
も
定
員

の
六
〇
名
を
オ
ー
バ
ー
し
、
昨
年
の
十

倍
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

な
お
、
各
講
の
開
催
概
要
は
以
下
の

通
り
。

◇
第
一
講

六
月
一
日
㈪
六
〇
三
研
修
室

テ
ー
マ
「
労
働
法
の
基
礎
、
労
働
時

間
と
時
間
外
管
理
、
休
日
、

休
暇
の
法
律
実
務
」

講
師

外
井
浩
志

弁
護
士

参
加
者
七
三
名

◇
第
二
講

六
月
八
日
㈪
六
〇
三
研
修
室

テ
ー
マ
「
人
事
異
動
と
出
向
・
転
籍

の
法
律
実
務
、
懲
戒
処
分
、

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
」

講
師

外
井
浩
志

弁
護
士

参
加
者
六
二
名

◇
第
三
講

六
月
二
二
日
㈪
六
〇
三
研
修
室

テ
ー
マ
「
退
職
・
休
職
・
解
雇
・
懲

戒
の
法
律
実
務
、
労
働
法
改

正
の
ポ
イ
ン
ト
」

講
師

草
開
文
緒

弁
護
士

参
加
者
六
六
名

◇
第
四
講

六
月
二
九
日
㈪
六
〇
二
研
修
室

テ
ー
マ
「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
有
期

労
働
者
、
派
遣
労
働
者
の
管

理
と
法
律
実
務
、就
業
規
則
」

講
師

浦
辺
英
明

弁
護
士

参
加
者
六
九
名

平
成
二
七
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

第
一
講
が
六
月
一
七
日
㈬
十
時
か
ら
、

埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
本

会
と
の
共
催
で
、W

ith
you

さ
い
た

ま
で
開
催
さ
れ
、
県
内
在
勤
の
若
手
女

性
三
十
名
が
参
加
し
た
。

今
回
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
力
の
向

上
」
を
テ
ー
マ
に

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
Ｃ
Ｄ
Ａ

河
崎
理
恵
子
氏

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
た
。
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
は
、
段
取
り
よ
く
仕
事
を

す
る
た
め
の
コ
ツ
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
必

要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
事
例
を
も
と
に
、
各
グ

ル
ー
プ
で
議
論
を
深
め
た
。

研
修
の
最
後
に
は
、「
自
分
に
不
足

し
て
い
る
部
分
に
気
づ
い
た
」「
組
織

の
一
員
と
し
て
自
分
の
役
割
を
認
識
す

る
こ
と
の
大
切
さ
が
分
か
っ
た
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

自
社
内
に
い
る
だ
け
で
は
認
識
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
、
同
じ
目
的
意
識
を

持
つ
女
性
同
士
が
踏
み
込
ん
だ
議
論
を

重
ね
る
こ

と
で
、
新

た
な
気
付

き
が
生
ま

れ
、
明
日

か
ら
の
仕

事
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ

に
つ
な
げ

て
い
る
様

子
が
印
象

的
だ
っ
た
。

平成27年度埼玉県産業労働部主要施策説明会

第1講・第2講講師
外井浩志弁護士

働く女性応援講座第1講

平成27年度労働法講座～4講ともに定員60名
をオーバー 昨年の10倍の参加者を集めた

第3講講師
草開文緒弁護士

講演する加藤副部長

第4講講師
浦辺英明弁護士

講演する渡辺雇用労働局長
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〰
〰
〰
〰
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「「
青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会
総総
会会
開開
催催
」」

青
年
経
営
者
部
会
の
四
月
例
会
が
四

月
二
二
日
㈬
午
後
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

に
て
二
〇
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

例
会
は
、
㈱
Ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｗ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ

代
表
取
締
役

森

透
匡
氏
の
講
演
と

懇
親
会
の
二
部
構
成
。

講
演
タ
イ
ト
ル
は
「
元
刑
事
が
教
え

る
人
を
見
抜
く
テ
ク
ニ
ッ
ク
」。
講
師

の
森
氏
は
、
警
察
の
元
警
部
で
主
に
知

能
・
経
済
犯
担
当
の
刑
事
を
約
二
〇
年

経
験
さ
れ
、
刑
事
課
長
、
県
警
本
部
課

長
補
佐
、
警
察
庁
課
長
補
佐
な
ど
を
歴

任
。
刑
事
経
験
の
中
で
、
政
治
家
・
詐

欺
師
・
横
領
犯
な
ど
多
種
多
様
な
人
物

の
取
調
べ
や
事
情
聴
取
を
行
い
、
人
間

心
理
や
ウ
ソ
の
見
抜
き
方
を
体
得
さ
れ

た
。
現
在
は
培
っ
た
知
識
や
ス
キ
ル
を

ビ
ジ
ネ
ス
で
役
立
て
て
ほ
し
い
と
「
刑

事
塾
」
と
い
う
学
び
の
場
を
開
講
さ
れ
、

講
演
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

講
演
は
「
ウ
ソ
や
人
間
心
理
の
見
抜

き
方
」「
怪
し
い
取
引
先
の
見
抜
き
方
」

に
関
し
て
、
時
に
部
会
員
同
士
ペ
ア
と

な
っ
て
様
々
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

想
定
し
な
が
ら
「
ウ
ソ
を
見
抜
く
た
め

の
コ
ツ
」
を
考
え
る
形
で
進
め
ら
れ
た
。

森
氏
は
そ
の
コ
ツ
と
し
て
、

①
「
ウ
ソ
の
サ
イ
ン
を
見
つ
け
る
た
め

に
は
、
顔
や
体
を
『
見
る
』、
そ
し
て

会
話
を
『
聴
い
て
』
相
手
の
言
葉
の
中

に
ウ
ソ
の
サ
イ
ン
を
見
つ
け
る
、
ま
た

『
質
問
』
し
て
相
手
の
反
応
を
見
る
、

最
後
に
『
証
拠
を
使
っ
て
』
最
終
的
な

判
断
を
す
る
」

②
「
詐
欺
話
に
は
必
ず
エ
サ
が
あ
る
。

エ
サ
は
目
く
ら
ま
し
に
も
な
り
、
冷
静

な
判
断
を
さ
せ
な
い
た
め
の
材
料
。
儲

か
る
話
、
自
分
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
話

に
は
冷
静
に
な
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
」
と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
披
露
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
居
酒
屋
に
会
場

を
移
し
、
森
講
師
も
ご
同
席
頂
く
中
、

講
演
会
の
内
容
を
さ
ら
に
深
め
る
様
々

な
お
話
し
を
伺
い
な
が
ら
、
活
発
な
意

見
交
換
の
場
と
も
な
っ
た
。

青
年
経
営
者
部
会
の
平
成
二
十
七
年

度
定
時
総
会
が
五
月
二
十
二
日
㈮
午
後
、

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
、
ご
来
賓
に
藤

池
誠
治
埼
玉
県
経
営
者
協
会
副
会
長
を

迎
え
二
十
三
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

た
。総

会
は
藤
池
一
誠
部
会
長
（
㈱
デ
サ

ン
・
社
長
）
が
議
長
と
な
り
、
平
成
二

十
六
年
度
事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
、

平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
案
、
同
事

業
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
二
七
年
度
事
業
計
画
の
概
要

は
以
下
の
通
り
。

①
四
月
例
会
（
開
催
済
）

②
全
国
正
副
部
会
長
会
議
（
京
都
）

③
六
月
例
会

④
七
月
例
会

⑤
八
月
例
会
・
そ
の
後
の
各
例
会

⑥
全
国
大
会
（
京
都
）

⑦
奈
良
青
年
経
営
者
部
会
創
立
五
〇
周

年
記
念
祝
賀
会

⑧
新
春
特
別
講
演
会

⑨
千
葉
と
の
合
同
例
会

総
会
後
の
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
の
部
は
、

栗
原
副
部
会
長
の
進
行
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
、
藤
池
部
会
長
の
開
宴
挨
拶
後
、

藤
池
親
会
副
会
長（
㈱
デ
サ
ン
・
会
長
）

か
ら
ご
祝
辞
を
頂
き
、
引
続
き
新
特
別

会
員
へ
の
記
念
品
贈
答
と
し
て
藤
池
部

会
長
よ
り
志
村
廣
幸
部
会
員
（
㈱
グ
ラ

ン
デ
・
社
長
）
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
藤
池
部
会
長
の
音
頭
で
乾

杯
が
行
わ
れ
賑
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

会
員
相
互
の
啓
発
、
情
報
交
換
が
一
層

深
め
ら
れ
た
。
最
後
に
坂
本
哲
朗
幹
事

（
カ
ツ
ミ
テ
ク
ノ
㈱
専
務
取
締
役
）
の

閉
会
挨
拶
で
懇
親
会
は
お
開
き
と
な
っ

た
。

※
青
年
経
営
者
部
会
の
事
務
局
は
鈴
木

孝
幸
の
退
職
に
伴
い
、
今
後
は
町
田

恭
子
が
担
当
い
た
し
ま
す
。
引
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
青
年
経
営
者
部
会

四
月
例
会
開
催
」

定
時
総
会
風
景

定
時
総
会
に
て
挨
拶
す
る

藤
池
一
誠
部
会
長

懇
親
パ
ー
テ
ィ
に
て
藤
池
部
会
長（
右
）

と
特
別
会
員
に
な
ら
れ
た
志
村
氏（
左
）

開
会
挨
拶
す
る
藤
池
一
誠
部
会
長

講
演
す
る
森

透
匡
氏
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「
埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
推
進
事
業
」
で
は
、
次
代
を
担
う
学

生
の
夢
の
実
現
に
資
す
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
普
及
・
拡
大
に
向
け
て
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
大
学
や
受
入
先
で
あ
る

事
業
所
、
自
治
体
等
の
皆
様
に
ご
協
力

を
頂
戴
し
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
き

た
。
本
年
度
も
引
き
続
き
、
本
会
が
事

業
受
託
団
体
と
し
て
事
業
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
シ
ス
テ
ム

を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
新
た
な

『
埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
』
を
開
発
す
る
こ
と
を
決
定
、

六
月
一
日
稼
動
に
向
け
て
シ
ス
テ
ム
開

発
を
行
な
っ
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
大

学
関
係
者
向
け
に
六
月
一
日
㈪
十
四
時

よ
り
、
企
業
関
係
者
（
埼
玉
県
に
営
業

拠
点
の
あ
る
）
向
け
に
六
月
八
日
㈪
九

時
よ
り
開
催
し
た
。

会
場
は
い
ず
れ
も
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

九
階
九
〇
六
会
議
室

で
行
な
っ
た
。

両
日
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
で
は
、
埼
玉
県
産

業
労
働
部
産
業
人
材

育
成
課
委
託
訓
練
・

連
携
推
進
担
当

主

幹

塚
原
高
志
氏
よ

り
、「
学
生
、
大
学
に

埼
玉
県
内
企
業
に
関

心
を
も
っ
て
ほ
し

い
」
と
の
ご
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
。

次
に
シ
ス
テ
ム
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
移
り
、
ま
ず
、
本
会

研
究
主
幹

出
井
孝
一
よ
り
、
平
成
二

十
七
年
度
「
埼
玉
県
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
推
進
事
業
」
並
び
に
新
シ
ス
テ
ム
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
が
行
な
わ
れ
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
新
シ
ス
テ
ム
の

特
徴
は
、
①
通
年
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
受
入
れ
を
可
能
に
す
る
「
マ
ッ
チ

ン
グ
機
能
」、
②
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

受
入
可
否
の
即
時
連
絡
調
整
を
可
能
に

す
る
メ
ー
ル
に
よ
る
「
ク
イ
ッ
ク
レ
ス

ポ
ン
ス
機
能
」、
③
管
理
範
囲
権
限
を

限
定
し
た
対
象
ご
と
の
「
情
報
管
理
機

能
」、
④
新
着
情
報
や
企
業
か
ら
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
新
た
な
「
情
報
発
信
機
能
」
な

ど
で
あ
る
。

ま
た
、
新
シ
ス
テ
ム
の
受
入
先
企
業

に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
自
社
の

魅
力
を
広
く
自
主
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

機
会
と
な
る
。
②
開
か
れ
た
企
業
姿
勢

が
広
く
社
会
に
認
め
ら
れ
る
。
③
学
生

の
受
入
に
よ
り
、学
生
の
感
性
・
視
点
・

専
門
能
力
な
ど
を
活
用
で
き
、
職
場
を

活
性
化
す
る
一
助
と
な
る
。
④
学
生
を

指
導
す
る
若
手
社
員
や
職
員
の
成
長
が

期
待
で
き
る
。
⑤
実
施
学
生
を
採
用
す

る
可
能
性
や
大
学
と
の
交
流
機
会
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
優
秀
な
人
材
の
確
保

へ
と
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

続
い
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
の
操
作
方
法
に
つ
い
て
シ
ス
テ
ム
を

開
発
し
た
㈱
ウ
ィ
ズ
・
ワ
ン

ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
部
長

澤
谷
和
孝
氏
よ
り
詳

細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
活

発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
ベ
ー
ス
は

文
部
科
学
省
直
轄

大
学
共
同
利
用
機

関
法
人

国
立
情
報
学
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ

Ｉ
）
が
開
発
・
保
守
を
行
な
っ
て
い
る

オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
Ｎ

ｅ
ｔ
Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｏ
ｎ
ｓ
（
ネ
ッ
ト
コ
モ

ン
ズ
）
で
開
発
さ
れ
、
同
研
究
所
に
よ

る
継
続
的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
通
じ
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
品
質
が
担
保
さ
れ
て

い
る
の
で
安
全
に
利
用
で
き
る
シ
ス
テ

ム
と
な
っ
て
い
る
。

新
規
登
録
は
当
サ
イ
ト
か
ら
簡
単
に

登
録
で
き
、
一
度
登
録
す
れ
ば
、
継
続

使
用
で
き
る
の
で
、
是
非
、
会
員
企
業

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
本
シ
ス
テ
ム

を
ご
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
以
下
の
通
り
。

https://w
w
w
.saitam

a-intern
ship.jp/

平平
成成
二二
十十
七七
年年
度度

埼埼
玉玉
県県
大大
学学
生生
イイ
ンン
タタ
ーー
ンン

シシ
ッッ
ププ
ガガ
イイ
ダダ
ンン
スス
をを
開開
催催

ガイダンスの様子

バージョンアップした埼玉県大学生インターンシップシステム

埼
玉
県
産
業
労
働
部
産
業
人
材
育
成
課

主
幹

塚
原
高
志
氏

本
会

研
究
主
幹

出
井
孝
一

㈱
ウ
ィ
ズ
・
ワ
ン

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
長

澤
谷
和
孝
氏
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内部組織の活性化への応
用、企業の社会性の向上、
営業戦略への活用、宅地
開発やマンション設計・
管理への応用

学歴・略歴
齋藤 友之
（さいとう ともゆき）
日本大学法学部卒業、財
団法人地方自治研究機構
調査研究部主任研究員、
日本福祉大学経済学部助
教授、2007年に埼玉大学
経済学部准教授を経て、
2014年より現職。専門は
地方自治論、行政学。

日常的に住む地域における住民
間の支え合いや助け合いといった共助システムは、
都市的地域では一見すると煩わしいものに映り、
その必要性に対する意識は低い傾向にあります。
一方、農村的地域では、煩わしいとは思いつつも、
その重要性についは都市的地域よりも高い傾向に
あります。
地域の共助システムは、都市であれ農村であれ
今後は不可欠な地域の問題解決装置として期待さ
れています。例えば、高齢者介護の充実や長寿、
地域の安全安心の確保などは、共助システムを支
えるソーシャル・キャピタルが強く影響している
と言われています。ソーシャル・キャピタルとは、
主に地域の規範や慣習、信頼という社会制度です。
ソーシャル・キャピタルのうち、私の研究では
信頼に注目して、その信頼がどのように形成され、
どのような働きをするのかを実証的に研究してい
ます。信頼は人々の協調行動を促すことから、社
会関係資本や人間関係資本などとも呼ばれていま
す。生活の場である既存の町内会や自治会レベル
での信頼は、普段の近所付き合いが多ければ多い

ほど、高まります。新築の集合マンションや歴史
の浅い住宅地では、住民にある程度共通した問題
の発生が、関係者の信頼を高めることも明らかで
す。信頼度が高い地域では、それが低い地域に比
べて長生きをする人の割合が高いことや犯罪件数
が少ないことがはっきりと現れます。
このような効果の発現は、地域の中に問題解決
機能が存在することを意味します。問題解決には、
人々の自己関与、犠牲許容、負担受容が必要です
が、それを違和感なく受け入れさせているのが信
頼なのです。信頼は特定の人に抱く個別的信頼と、
漠然と抱く一般的信頼とに分けることができます
が、地域において重要となるのが一般的信頼です。
この信頼が、コミュニティ意識や共同体意識の一
体化と親和性が高いことも明らかになってきてい
ます。人の集合性が高いが公共性の意識が低い都
市、集合性は低いが公共性が高い農村、相反する
状況にある地域の中で、それぞれにどのような形
で一般的信頼を構築・向上させるかが今後の研究
課題です。

埼玉県内には、望遠鏡／
光学機器／検出器等に関
連する会社が多いため、
この環境を生かした中小
口径望遠鏡を対象とした
観測装置などを共同で開
発できると良いと願って
おります。
また、教育学部で、教員
養成の大学生だけでなく
小中高生及び現職教員も
対象とした天文教育に携
わっているため、利便性
のある天文教材を共同開
発できればと良いと期待
しております。
ほかにも、微力ながら科
学と産業を結ぶなにかの
架け橋になれれば幸いで
す。

学歴・略歴
大朝 由美子
（おおあさ ゆみこ）
現職：埼玉大学教育学部
自然科学専修／大学院理
工学研究科 准教授
学歴：東京大学理学部天
文学科卒業
東京大学大学院理学系研
究科天文学専攻博士課程
修了（博士（理学））
職歴：宇宙航空研究開発
機構（宇宙開発事業団）
地球観測利用研究センタ
ー、神戸大学大学院理学
研究科、國立台湾師範大
学理学院を経て現職

「地球のほかにも、宇宙のどこ
かに生命は存在するのでしょうか？」望遠鏡を手
にした人類が描く現代の宇宙観では、地球は太陽
の周りを回る八惑星のひとつであり、太陽は銀河
系に数千億あるごく普通の恒星のひとつに過ぎま
せん。では、この広大な宇宙に、私たちの住まう
地球は唯一無二の特別な存在なのでしょうか？
「宇宙は、そして地球はどのように誕生したの
でしょうか？未来永劫かわらず存在するのでしょ
うか？」神が創造した聖なる静かな宇宙…400年
ほど前まで、多くの人はそう認識していました。
しかし、科学的な観測を重ねるにつれて、星はあ
るときに誕生し進化して死に、また次代の星が誕
生…と輪廻転生が繰り返されていること、宇宙が
誕生以来広がっていることがわかってきました。
では、太陽や地球は、どこからどのようにして誕
生し、どのようになってゆくのでしょうか？
私は、この根源的な問いに答えるべく、太陽以
外の恒星を廻る惑星（太陽系外惑星）や星・惑星
の形成進化について、すばる望遠鏡など国内外の
様々な望遠鏡を使った観測をもとに研究を進めて
います。これまで、太陽のような親星をもたない
が惑星の質量を持つ新しい種類の天体（惑星質量
天体）を初めて発見し、太陽の20倍～1／200倍ほ
どの多種多様な星が集団で生まれている様子など

を明らかにしてきました（図）。
さらに、埼玉大学に新しく天文学の研究室をつ
くり、望遠鏡などの観測環境を整備しています。
埼玉県は、実は日本で最も快晴率の高い県です。
実際には光害や多湿等の影響はありますが、天体
観測に適した場所とも言えます。現在、多波長で
同時に天体の光度と偏光の測定ができる装置や小
型の中分散分光装置を、光学設計・筐体設計…と
一から開発／製作し、試験観測までたどり着きま
した。
数百年、はたまた
数十億年前に放たれ
た天体からの微かな
光を多彩な波長で受
け取り、天体からの
暗号を読み解く…実
生活に直接役立つ研
究ではありませんが、
おそらく人類が星空
を認識したときから
抱く謎の解明に向け
て、日々星空と向き
合っています。
次のコペルニクス
的転回はどこに？

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第888888888888888888888888999999999999999999999999回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

地域のソーシャル・キャピタルに関する研究
埼玉大学大学院人文社会科学研究科 政治学研究領域 齋 藤 友 之 教授

地球はひとりぼっち？宇宙は永久に不変不滅？ ～古来の謎に最新の技術を駆使した観測から迫る～

埼玉大学教育学部 自然科学講座（理科分野） 大 朝 由美子 准教授
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環境汚染や食の安全、医療・ヘルスケアなど私達をとりまく
多くの領域で、化学物質、生体物質を簡単に検出できるセンサ
は、高い需要が見込まれます。検出したい目的物質は多種多様
で物質にあわせてさまざまなセンサの研究開発をおこなわねば
なりません。目的物質は、検出の邪魔になる妨害物質の中に微
量に低濃度に存在する場合が多いため、センサには高い選択性
と高い感度が要求されます。一滴の水、一滴の血液を滴下する
だけで多くの情報が得られるセンサを研究しています。
このようなセンサでは試料間の交差汚染による測定の失敗を
避けるため、試料液体の接触する部分はディスポーザブルであ
ることが望まれます。このためポンプ機能を低コストでセンサ
内に組み込む必
要があります。
多数の毛細管を
組み合わせた構
造にすることで
ダイアフラムも
電力も不要で、

しかも定量分析に適したポンプ機能を実現しました（写真）。
この毛細管ポンプはレーザー加工機を使用して簡単に作製する
ことができます。患者一人一人にチューニングしたセンサも作
製可能になります。研究室ではプログラミングを中心とした方
法で3Dモデルを大量生成する環境を整えています（図左、中）。
生成した3Dモデルを用いて流体シミュレーション（図右）を
行いセンサ開発のコスト・時間の低減に役立てています。
これからのものづくりは、多くの分野で、3Dプリンタやレ
ーザー加工機などのパーソナルファブリケーションツールを用
いた多品種少量のオーダーメード品の比率が増加します。大量
の3Dデータが必要な社会が訪れます。

学生には研究
室での経験を活
かし、これから
のものづくりの
現場で大いに活
躍してもらいた
いと思います。

2003年よりベトナムのフエ地域にて文
化遺産の調査を継続しています。フエは
その昔ベトナム最期の王朝である阮朝の

都が置かれた古都でありました。阮朝の王宮を中心とした宮殿
建築群は「フエの建造物群（Complex of Hue Monuments）」
として1993年にユネスコ世界文化遺産リストに登録されていま
す。かつての王都の面影が残る一方で、長期に渡った戦禍の影
響で木造を主とする王宮の建築群は荒廃が進み、王宮内に限っ
ても半数を優に超える宮殿建築が失われました。これらの国宝
級の建造物群は、ユネスコ世界
文化遺産登録から20年を経過し、
日本を含む諸外国の技術支援を
受けながらも、今日ではようや
くベトナム政府が主導して修復、
再建を進められる段階となって
います。
ところで今日のベトナム国内
の住宅建設においては木造はほ

とんど例が無く、ほぼ全てRC造です。そのため民間において
は木造の建築大工の仕事はほとんど無く、技術の継承が難しい
状況にあります。かつての王都の周域には今日も良質の木造住
宅が点在しています。これらは登り梁を丸柱へ落とし込んで接
合する世界的にも非常に希有な架構形式を持っています。独特
の木造建築技術を見れば、この地域が長い歴史の中で木造建築
の文化を育んできたのは間違いないのですが、民間での需要の
低迷から、残念ながらその文化が急速に失われつつあります。
一方にはベトナムで木造建築の伝統が失われようとしている

状況があり、一方には圧倒
的な木造住宅の建設需要に
支えられた日本の建築大工
の高い技術力があり、その
双方を見てきた私としては
何かできることはないもの
かと思案しておるところで
す。みなさまのお知恵を拝
借できればと思います。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第777777777777777777777777000000000000000000000000回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

ディスポーザブルバイオセンサの研究
製造学科 堀 内 勉 教授

堀内 勉（ほりうち つとむ）教授・博士（理学）早稲田大学大学院理工学研究科修士課程修了。日本電信電話株式会社研究所
を経て、2014年4月より現職。（連絡先：048‐564‐3831／horiuchi@iot.ac.jp）

失われつつあるベトナムの木造建築の伝統
建設学科 林 英 昭 講師

林 英昭（はやし ひであき）講師 博士（工学）早稲田大学大学院博士後期課程修了。同大学助手、客員講師を経て、2010年
4月よりものつくり大学講師。建築設計技術の歴史、東南アジア・ベトナムの伝統木造建築、文化遺産と国際協力に関する研究
（連絡先：048‐564‐3860）
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�調査対象 ……………………………560社
有効回答数 ………………………171社
回収率……………………………30．5％

�業種内訳 �内製造業………………84社
�内非製造業……………87社

�資本金別
�5000万円以下………………………96社
�5000万円超～1億円以下…………38社
�1億円超～3億円以下……………10社
�3億円超……………………………32社

企業経営動向調査（2015年度第1回〈15年4月調査〉）結果
調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果

�最近の業界景気は、15年1月調査比、
製造業で横ばい、非製造業で若干改善
するものの、DI 水準は依然「マイナ
ス」にとどまり、引続き厳しい見方が
多い。

�先行きは最近比で製造業で12ポイント
改善するものの、非製造業では4ポイ
ント悪化するとみており15年1月調査
の先行き比でも特に非製造業の悪化幅
が大きい。

15年4月

－8

－13

－3

－4

－1

－7

15年1月

－10

－12

－7

1

－4

5

2．業界の景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の景況判断は、15年1月調査比、
製造業で＋10と4ポイント改善、非製
造業で＋20と12ポイント改善し、引続
き景気は拡大するとの見方が多くなっ
ている。

�先行きはさらに改善すると見ているも
のの、DI は15年1月調査並みにとど
まっている。

15年4月

15

10

20

18

16

20

15年1月

7

6

8

20

15

25

1．国内景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

Ⅰ．景況判断（DI＝「上昇」－「下降」）

�15年4月の最近の自社業況DI は、製
造業で－2、非製造業で－1と前回調
査比ほぼ横ばいで推移。

�先行きのDI については、製造業、非
製造業ともに＋10前後と10ポイント程
度の改善を見ており自社業況には改善
傾向がみられる。

15年4月

－2

－2

－1

10

10

9

15年1月

－3

－6

0

5

－1

11

3．自社の業況DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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�15年4月の最近のDI は15年1月調査
比ほぼ横ばいで推移し、概ね適正水準
となっている。

�15年4月の先行きのDI は15年4月の
最近比で少し不足感が高まる傾向がみ
られものの、15年1月調査の先行き比
ではほぼ横ばいで推移。

15年4月

－1

2

－4

－5

－2

－7

15年1月

－3

－1

－4

－6

－10

－3

2．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近のDI をみると、15年1月調査は
過剰感が低下傾向にあったが、15年4
月は過剰感が少し高まる傾向がみられ
る。

�先行きのDI をみると、15年4月の先
行きのDI は最近比で過剰感は低下す
る傾向にあるものの、15年1月調査見
通しよりも過剰感が高まるとみている。

15年4月

12

16

9

6

11

1

15年1月

6

10

2

－1

3

－4

1．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

Ⅲ．その他

Ⅱ－1．経営動向（売上高）

�売上高DI と同じ動きをしている。まず、1－
3月期実績は前期比悪化したものの、前回の
同期間見通しほど悪化せず。

�今後の見通しについては、4－6月期はさら
に悪化するものの、7－9月期は大幅な改善
を見込んでいる。

見 通 し

15／7－9

18

27

9

15／4－6

（－8）
－10

（－10）
－20

（－6）
0

実 績

15／1－3

（－12）
3

（－16）
－5

（－10）
10

14／10－12

8

－2

17

2．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

（注）15／1－3月期、4－6月期の上段の（ ）内の数値は15年1月調査時の見通し

�1－3月期実績は前期比悪化したものの、前
回の同期間見通しほど悪化せず。

�今後の見通しについては、4－6月期はさら
に悪化するものの、7－9月期は大幅な改善
を見込んでいる。

見 通 し

15／7－9

23

28

18

15／4－6

（－1）
－6

（－7）
－13

（－4）
1

実 績

15／1－3

（－12）
3

（－13）
－4

（－12）
9

14／10－12

19

10

27

1．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業
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�15年4月の最近のDI は15年1月調査
比で不足感が少し和らいできている。
業種別にみると非製造業は依然大幅な
不足状況を示しているもの、製造業で
はほぼ適正水準まで低下してきている。

�15年4月の先行きDI は15年4月の最
近比で不足感が高まるものの、15年1
月調査の先行きより、少し不足感が低
下している。

15年4月

－17

－1

－31

－21

－7

－35

15年1月

－23

－8

－37

－28

－16

－39

3．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�15年4月の最近のDI は15年1月調査
比で製造業が9ポイント好転し、非製
造業は横ばい。

�15年4月の先行きDI は、15年1月調
査先行き並びに15年4月の最近比とも
に、「厳しい」という回答が増加し、
ほぼDI は0となり、先行きを厳しい
とする見方が増えている。

15年4月

11

10

13

1

0

2

15年1月

8

1

14

6

0

11

4．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�15年4月の最近のDI は製造業が6ポ
イント下落するのに対し、非製造業で
は5ポイント上昇しており、製造業、
非製造業で販売価格の動向が分かれて
いる。

�15年4月の先行きのDI も最近と同様、
の傾向にあり、製造業で下落するとの
回答が増加しているのに対し、非製造
業で上昇するとの回答が増加している。

15年4月

－4

－15

6

－9

－24

6

15年1月

－4

－9

1

－7

－14

－1

5．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�15年4月の最近並び先行きのDI は15
年1月調査比横ばいで推移。製造業、
非製造業ともに、仕入価格は上昇する
との見方が圧倒的に多くなっている。

15年4月

27

30

23

30

32

28

15年1月

27

32

21

31

34

28

6．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
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特別調査「新卒採用動向、外国人留学生採用状況及び賃金改定に関する調査」

1．平成27年度（平成27年4月採用）の新卒者採用の有無及び平成28年度（平成28年度4月採用）計画について

⑴ 平成27年4月新卒採用を行いましたか。 回答数：全体171（内製造業84、内非製造業87）

◇全体的に新卒採用について増加しており、一昨年度と比べても数パーセント増と改善の兆しが見える。

⑵ ⑴で採用したと回答した先に…採用した新卒の学歴は（複数回答可）。

◇学歴別採用状況は、大卒採用率が最も多く、次に高校卒となっている。
◇前年度との比較では、高校卒と高専卒を採用した企業が増加しており、特に非製造業で高専卒の採用は25％に、高校卒の採用は約45．8％と大
きく増加している。

⑶ すべての回答先に…平成28年4月の採用予定は平成27年度採用実績に比べどのようになりますか。

◇平成27年度の採用予定については、「変わらない」が半数以上となっているが、製造業、非製造業とも「増加する」の割合が昨年度の数
を上回っており、新卒の採用は今年度よりは増加傾向とみられる。
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2．外国人留学生の採用について
⑴ 平成27年度中（27年4月～28年3月）に外国人留学生を採用した、または採用する予定がありますか？

3．平成27年度の賃金改定結果（見込み）について
⑴ 平成27年度は賃金改定を実施しましたか？

◇賃金改定を「実施した」または「実施予定」の合計で比較すると、昨年度は約80％の企業が回答してたが、今回の調査では全体で66％、
製造業は回答84先の中で62先・74％、非製造業は回答87先の中で51先・59％と昨年度からの反動なのか減少傾向である。

＊従業員数別賃金改定の実施状況

◇従業員規模別の賃金改定の実施状況（実施済・実施予定）について、従業員300人以上の規模以外で減少傾向となっており、依然として
中小企業の経営状況の厳しさがうかがえる。

⑵ 年収ベースでの改定率の水準は？ ⑴の質問で、「実施した」及び「実施する予定」と回答した先に質問

◇年収ベースの改定率の水準は、全体的に「1～2％未満」の改定が最も多く占めており、昨年比で大きな変動はない。但し、非製造業
の「1～2％未満」では昨年度52％から約13ポイント減となり、「2～3％未満」が8．9ポイント増となっているが特徴的である。
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第
六
回
西
村
会
長
杯
争
奪
親
睦
ゴ
ル

フ
大
会
は
、
五
月
二
九
日
㈮
武
蔵
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
豊
岡
コ
ー
ス
に
お
い
て
、

二
六
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
藤
池
誠
治

競
技
副
委
員
長
（
本
会
副
会
長
・
デ
サ

ン
代
表
取
締
役
会
長
）
の
司
会
進
行
で

始
ま
り
、
細
沼
哲
夫
競
技
委
員
長
（
日

本
伸
管
代
表
取
締
役
会
長
）
の
開
会
挨

拶
、
ル
ー
ル
説
明
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
プ
レ

ー
は
ア
ウ
ト
・
イ
ン
同
時
に
ス
タ
ー
ト

し
、
日
頃
の
腕
前
を
競
っ
た
。

西
村
会
長
杯（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
）

は
、
ア
ウ
ト
三
九
、
イ
ン
三
七
、
グ
ロ

ス
七
六
、
ネ
ッ
ト
七
一
・
二
で
細
野
博

隆
氏
（
川
口
鋳
物
工
業
協
同
組
合
専
務

理
事
）
が
べ
ス
グ
ロ
で
、
総
合
・
シ
ニ

ア
の
両
部
門
で
優
勝
、
西
村
会
長
杯
を

獲
得
し
た
。

準
優
勝
は
、
ア
ウ
ト
四
八
、
イ
ン
四

三
、
グ
ロ
ス
九
一
、
ネ
ッ
ト
七
一
・
八

で
杉
田
圭
三
氏
（
Ｃ
Ｗ
Ｍ
総
合
経
営
研

究
所
社
長
）
が
受
賞
し
た
。

ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
は
石
川
卓

氏
（
東
京
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
社
長
）
が
ア

ウ
ト
五
一
、
イ
ン
四
四
、
グ
ロ
ス
九

五
、
ネ
ッ
ト
七
四
・
六
で
優
勝
し
た
。

（
主
な
成
績
は
別
表
の
通
り
）

表
彰
式
は
、
細
沼
競
技
委
員
長
の

開
会
挨
拶
の
後
、
表
彰
式
に
移
り
、

会
長
杯
、
準
優
勝
杯
、
そ
の
他
の
優

勝
杯
・
準
優
勝
杯
が
、
細
沼
競
技
委

員
長
よ
り
、
授
与
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
は
、
各
賞
を
獲

得
さ
れ
た
方
々
の
ス
ピ
ー
チ
等
で
盛

り
上
が
り
、
当
初
目
的
の
懇
親
が
図

ら
れ
た
。

な
お
、
次
回
は
、
十
一
月
二
七
日

㈮
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
笹
井
コ

ー
ス
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

第

六

回

西
村
会
長
杯
争
奪

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

細
野
博
隆
氏
（
川
口
鋳
物
工
業
協
同
組
合

専
務
理
事
）
が
べ
ス
グ
ロ
で
総
合
・
シ
ニ

ア
の
部

優
勝
〜
西
村
会
長
杯
を
獲
得

第6回西村会長杯 親睦ゴルフ大会主要結果
〈平成27年5月29日㈮ 武蔵カントリークラブ 豊岡コース〉

1．上位入賞者 （ダブルぺリア／敬称略）

順位 氏 名 会 社 名 役 職 名 アウト イン グロス HC ネット

優勝 細野 博隆 川口鋳物工業協同組合 専務理事 39 37 76 4．871．2

準優勝 杉田 圭三 CWM総合経営研究所 社長 48 43 91 19．271．8

3位 齋藤 実 Ａ Ｇ Ｓ 顧問 46 47 93 20．472．6

4位 桑原 克己 サ イ エ ン ス 相談役 45 45 90 15．674．4

5位 上條 正仁 埼玉りそな銀行 シニアアドバイザー 47 42 89 14．474．6

べスグロ 細野 博隆 川口鋳物工業協同組合 専務理事 39 37 76 4．871．2

2．シニアの部

優勝 細野 博隆 川口鋳物工業協同組合 専務理事 39 37 76 4．871．2

準優勝 杉田 圭三 CWM総合経営研究所 社長 48 43 91 19．271．8

3．グランドシニア

優勝 石川 卓 東京ビルサービス 社長 51 44 95 20．474．6

初
参
加

上
條
正
仁

本
会
会
長

初
参
加

Ａ
Ｇ
Ｓ

齋
藤
実
氏

初
参
加

大
樹
会

井
上
直
樹
氏

初
参
加

藤
電
設

須
田
隆
文
氏

総
合
・
シ
ニ
ア
準
優
勝
の
Ｃ
Ｗ
Ｍ
総
合

経
営
研
究
所

杉
田
圭
三
社
長
（
左
）

総
合
・
シ
ニ
ア
優
勝
、
べ
ス
グ
ロ
の
3

冠
達
成
の
細
野
博
隆
氏
（
左
）

右
�
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
細
沼
哲
夫
競
技
委

員
長
（
日
本
伸
管
会
長
）

ス
タ
ー
ト
前
の
集
合
写
真
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本
会
は
、
去
る
五
月
十
四
日
、
県
教

育
委
員
会
関
根
教
育
長
の
訪
問
を
受
け
、

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
積
極
的

な
採
用
に
つ
い
て
要
請
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
経
済
状
況
に
回
復
の

兆
し
が
見
え
つ
つ
あ
る
中
で
、
よ
り
多

く
の
採
用
枠
の
確
保
を
本
会
に
求
め
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

□
要
請
内
容

平
成
二
六
年
度
の
高
校
生
の
就
職
に

つ
い
て
は
、
景
気
回
復
の
兆
し
の
影
響

を
受
け
た
明
る
さ
の
見
え
た
年
で
し
た
。

三
月
末
の
内
定
率
は
、
各
企
業
の
御
協

力
を
も
ち
ま
し
て
、
過
去
一
〇
年
間
で

最
高
の
内
定
率
を
記
録
し
た
前
年
度
と

同
じ
内
定
率
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
今
後
の
経
済
状
況
は
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
高
校
生
の
就
職
希
望

先
は
、
県
内
に
求
め
る
比
率
が
高
く
な

っ
て
き
て
い
る
と
と
も
に
、
地
元
企
業

へ
の
就
職
希
望
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

各
企
業
に
お
い
て
は
、
新
規
高
等
学

校
卒
業
予
定
者
等
の
採
用
に
慎
重
に
な

る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
長
い
目
で
見
れ
ば
、
企
業
の

将
来
を
担
う
若
い
人
材
の
確
保
も
肝
要

か
と
存
じ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
21
世
紀
の
地
元

「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
を
担
う
新
規
高

等
学
校
卒
業
予
定
者
を
一
人
で
も
多
く

採
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

の
求
人
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
寄
り
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
9
月
16
日
の
選
考
開
始
日
よ

り
前
に
高
校
生
が
企
業
見
学
等
を
す
る

際
に
、
選
考
に
係
る
書
類
の
持
参
を
求

め
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正
労
働
契

約
法
に
よ
っ
て
、
起
算
日
を
施
行
当

日
以
降
の
有
期
労
働
契
約
の
締
結
日

と
し
（
従
前
か
ら
の
継
続
契
約
は
、

当
日
以
降
の
更
新
日
を
初
日
）、
そ

の
後
の
有
期
労
働
契
約
の
反
復
更
新

に
よ
っ
て
、
通
算
五
年
を
超
え
る
労

働
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
、
締
結

日
以
降
当
該
労
働
者

の
申
込
み
に
よ
り
期

間
の
定
め
の
な
い
労

働
契
約
（
無
期
労
働

契
約
）
へ
の
転
換
を

使
用
者
は
承
諾
し
た

も
の
と
み
な
す
と
い

う
制
度
が
開
始
さ
れ
た
。

ス
タ
ー
ト
か
ら
す
で
に
二
年
を
経

過
し
、
三
年
目
に
入
り
、
五
年
目
が

迫
っ
て
き
た
こ
の
無
期
転
換
制
に
企

業
は
ど
う
対
応
す
る
か
に
つ
い
て
、

日
本
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
が

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
企

業
と
し
て
、
①「
対
応
方
針
は
未
定
」

が
三
九
％
、
②
「
無
期
契
約
へ
の
切

り
替
え
」
が
二
八
％
、
③
有
期
契
約

が
通
算
五
年
を
超
え
な
い
よ
う
に
運

用
が
一
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
、
対
応
未
定

の
企
業
が
多
く
、
実
際
に
企
業
と
し

て
ど
う
対
応
す
る
か
に
つ
い
て
は
不

透
明
で
あ
り
、
大
量
の
雇
止
め
が
発

生
す
る
可
能
性
な
ど
、
無
期
契
約
へ

の
切
り
替
え
が
円
滑
に
進
む
と
は
い

え
な
い
（
八
代
尚
宏
教
授
）
と
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

三
年
後
の
こ
の
制
度
へ
の
対
応
を

ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
、
経
済
界
全

体
の
動
向
と
し
て
は
、
他
社
は
ど
う

す
る
の
か
と
い
っ
た
模
様
眺
め
が
現

状
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
景
気
変
動
に
よ
る
雇
用

調
整
を
目
的
と
し
た
有
期
雇
用
者
に

つ
い
て
、
仮
に
通
算
五
年
を
超
え
な

い
よ
う
に
運
用
す
る
と
し
た
場
合
、

も
し
「
五
年
目
の
期
間
終
了
時
を
も

っ
て
雇
用
は
終
了
す
る
」
と
の
合
意

を
四
年
目
の
更
新
に
当
た
っ
て
労
働

者
と
の
間
で
真
意
で
結
ん
だ
と
し
て

も
、
雇
用
終
了
後
六
ヶ
月
の
ク
ー
リ

ン
グ
期
間
を
置
か
な
け
れ
ば
、
再
度

有
期
労
働
者
と
し
て
雇
用
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
例
え
雇
用
終
了
時
に

再
雇
用
を
約
束
し
て
い
た
と
し
て
も
、

他
社
に
再
就
職
す
る
こ
と
も
充
分
考

え
ら
れ
る
。
労
働
力
不
足
時
代
に
至

っ
た
今
日
の
企
業
に
と
っ
て
、
こ
れ

は
有
用
な
対
応
と
は
い
え
な
い
の
で

は
な
い
か
。
や
は
り
、
こ
の
よ
う
な

労
働
者
に
つ
い
て
は
労
働
力
確
保
の

た
め
無
期
転
換
を
も
っ
て
対
応
す
べ

き
と
考
え
る
。

企
業
の
懸
念
と
し
て
は
、
有
期
雇

用
を
無
期
雇
用
に
転
換
し
た
場
合
、

再
び
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
よ
う
な

景
気
変
動
が
生
じ
た
と
き
、
容
易
に

解
雇
で
き
ず
、「
客
観
的
に
合
理
的

な
理
由
と
社
会
通
念
上
の
相
当
性
が

必
要
」（
労
契
法
一
六
条
）
で
、
法

的
ト
ラ
ブ
ル
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
と
の
点
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
無
期
転
換
イ
コ
ー
ル
正

社
員
化
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

同
法
上
は
別
段
の
定
め
の
な
い
限
り
、

「
現
に
締
結
し
て
い
る
有
期
労
働
契

約
の
内
容
で
あ
る
労
働
条
件
と
同
一

の
労
働
条
件
」
と
す
る
と
定
め
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
規
定
は
、
無
期
雇
用

に
転
換
し
た
労
働
者
の
賃
金
・
労
働

条
件
は
、
有
期
雇
用
時
と
同
じ
で
よ

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
は
無
期
雇
用
と
い
う
保
障

は
あ
る
も
の
の
、
年
功
昇
進
・
賃
金

の
保
障
は
な
い
「
第
三
の
働
き
方
」

を
目
指
し
た
も
の（
八
代
尚
宏
教
授
）

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
ジ
ョ
ブ
型

雇
用
（
限
定
社
員
）
へ
の
移
行
と
し

て
、
内
閣
の
規
制
改
革
会
議
が
提
唱

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

関
根
教
育
長
よ
り
新
規
高
等
学
校

卒
業
予
定
者
の
積
極
的
な
採
用
に

つ
い
て
要
請
を
受
け
る

無
期
契
約
転
換
制
へ
の

対
応
を
早
め
よ
う

弁
護
士

安
西

�

埼
玉
県
教
育
委
員
会
関
根
教
育
長（
右
）

よ
り
要
請
を
受
け
る
上
條
会
長
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生
活
サ
ポ
ー
ト
産
業
成
長

支
援
事
業
支
援
対
象
企
業

を
募
集
し
ま
す

サ
イ
タ
マ
ス
マ
イ
ル

ウ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
5
を
開
催
し
ま
す昨年度の様子

経
営
革
新
計
画
承
認
制
度

の
御
案
内

【
採
用
担
当
者
様
】中
高
年

向
け

ミ
ニ
企
業
説
明
会

参
加
企
業
募
集

応
援
す
る
企
業
の
輪
を
広
げ
て

い
き
ま
す

〜「
輝
く
女
性
応
援
団
」募
集
〜

女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す

従
業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

県
と
埼
玉
県
産
業
振
興
公
社
で
は
、
県

民
の
生
活
に
直
結
す
る
「
介
護
・
福
祉
・

健
康
」、「
子
育
て
」、「
食
」
の
分
野
を
生

活
サ
ポ
ー
ト
分
野
と
位
置
付
け
、
こ
の
分

野
で
新
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
目
指
す
企
業

や
団
体
を
応
援
す
る
「
生
活
サ
ポ
ー
ト
産

業
成
長
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
専
門
家
の
派
遣

を
中
心
と
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
、
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
づ
く
り
や
新
サ
ー
ビ
ス
の

Ｐ
Ｒ
な
ど
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

意
欲
あ
る
事
業
者
の
皆
様
、
是
非
御
応

募
く
だ
さ
い
。

�
募
集
企
業

30
社
程
度

�
募
集
期
間
等

随
時
受
付
、
毎
月
選
定
。

支
援
対
象
企
業
が
予
定
数
に
達
し
た
場

合
、
募
集
終
了
。

�
支
援
期
間

お
お
む
ね
一
年
間

�
問
い
合
わ
せ
先

埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

（
0
4
8
―
6
4
7
―
4
0
8
5
）

県
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
7
5
4
）

輝
き
た
い
す
べ
て
の
女
性
を
応
援
す
る

イ
ベ
ン
ト
、「
サ
イ
タ
マ

ス
マ
イ
ル

ウ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
タ
2
0
1
5
」
を
平

成
27
年
9
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰
の
2
日
間

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
い

た
し
ま
す
。

女
性
の
「
キ
レ
イ
」
や
「
く
ら
し
」
を

応
援
す
る
企
業
ブ
ー
ス
、
働
き
方
の
ヒ
ン

ト
が
い
っ
ぱ
い
の
「
お
し
ご
と
モ
ー
ル
」、

家
族
で
楽
し
め
る
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
や
人

気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
登
場
、
豪
華
賞
品
が

当
た
る
抽
選
会
な
ど
、
今
年
も
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
す
。

多
く
の
皆
様
の
御
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

フ
ェ
ス
タ
公
式
Ｈ
Ｐ

http://sm
ile-w

om
en-festa.com

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
支
援
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
0
8
）

県
で
は
、
挑
戦
す
る
企
業
を
応
援
す
る

た
め
、
経
営
革
新
計
画
承
認
制
度
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
中
小
企
業
の
皆
様
が
、
経
営

の
向
上
を
目
指
し
て
行
う
新
た
な
取
組
を

県
が
承
認
す
る
制
度
で
す
。
承
認
さ
れ
る

と
、
承
認
書
の
交
付
や
様
々
な
支
援
策
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
計
画
作
成

や
実
行
時
に
は
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
に
、
会
社
の
夢
や
想
い

を
形
に
し
、
経
営
の
革
新
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
次
の
サ
イ
ト

を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/a08
03/a38.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
支
援
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
1
0
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和
・
就
業
支
援
サ
テ

ラ
イ
ト
で
は
、
就
活
中
の
四
十
歳
以
上
の

方
と
求
人
企
業
の
皆
様
と
の
出
会
い
の
場

と
し
て
、
ミ
ニ
企
業
説
明
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
複
数
の
企
業
が
会
す
る
合
同
説

明
会
と
違
い
、
一
社
単
独
で
求
職
者
に
魅

力
を
伝
え
て
い
た
だ
け
る
説
明
会
で
す
。

ま
ず
、
参
加
求
職
者
全
員
に
概
要
説
明
を

し
て
い
た
だ
い
た
後
、
希
望
者
と
一
対
一

で
よ
り
詳
し
い
説
明
や
質
疑
応
答
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

「
真
剣
に
話
を
聞
い
て
も
ら
え
る
」「
ミ

ス
マ
ッ
チ
が
減
る
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
と
り
や
す
い
」
な
ど
企
業
様
に
ご

好
評
で
す
。
詳
し
く
は
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

浦
和
・
就
業
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト

ミ
ニ
企

業
説
明
会
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和
・
就
業
支
援
サ
テ

ラ
イ
ト

中
高
年
コ
ー
ナ
ー

（
0
4
8
―
8
2
6
―
5
6
1
1
）

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
を
更
に
進
め
る
た
め
、

女
性
の
活
躍
を
応
援
す
る
企
業
を
「
輝
く

女
性
応
援
団
」
と
し
て
募
集
し
ま
す
。

「
応
援
団
」
の
取
組
と
し
て
、
県
が
作

成
す
る
「
女
性
の
活
躍
を
応
援
す
る
名

刺
」
を
企
業
ト
ッ
プ
か
ら
配
布
い
た
だ
い

た
り
、
店
舗
の
販
売
員
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の

バ
ッ
ジ
を
付
け
て
い
た
だ
く
な
ど
、
様
々

な
場
面
で
情
報
発
信
し
て
い
た
だ
き
、
ウ

ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
の
気
運
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
企
業
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
通
じ

て
女
性
の
活
躍
を
応
援
す
る
取
組
も
大
歓

迎
で
す
。
例
え
ば
、
女
性
視
点
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
た
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク

ス
情
報
の
継
続
的
な
発
信
な
ど
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
。
御
応
募
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
6
0
）

http
://w

w
w
.saitam

a-w
om
enom

i
cs.info/cam

paign02/

県
で
は
、
経
営
者
・
管
理
職
な
ど
を
対

象
に
、
女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

4
回
連
動
型
の
内
容
で
す
が
、
各
回
単

位
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

開
催
日
程

平
成
27
年
8
月
24
日
、
10
月

6
日
、
11
月
17
日
、
1
月
19
日
、
平
成

28
年
1
月
26
日
（
い
ず
れ
も
13
時
30
分

〜
16
時
30
分
）

場
所

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

費
用

無
料

そ
の
他
詳
細
は
、
左
記
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く

だ
さ
い
。

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
0810/w

orkshop.htm
l

�
問
い
合
わ
せ
先

埼
玉
新
聞
社（「
企
業
に
お
け
る
女
性
の

活
躍
推
進
業
務
」
受
託
者
）

（
0
4
8
―
7
9
5
―
9
9
3
2
）

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
6
0
）

県
で
は
、
中
小
企
業
等
を
対
象
と
し
た
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
技
能
講
習
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
各
企
業
の
個
別
要
望
に
応
じ

た
講
習
を
設
定
で
き
ま
す
の
で
、
社
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
資
格
取
得
の
準
備
講
習

と
し
て
、
是
非
御
活
用
く
だ
さ
い
。

講
習
内
容（
例
）
介
護
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、

電
気
工
事
士
試
験
対
策
、
汎
用
フ
ラ
イ

ス
盤
操
作
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
構
築

な
ど

定
員

3
人
以
上
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

実
施
場
所

県
内
高
等
技
術
専
門
校
・
職

業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
企
業
等
へ
の

講
師
派
遣
も
可
能
）

受
講
料

1
人
当
た
り
、
学
科
1
6
7
円

／
1
時
間
＋
実
技
3
7
5
円
／
1
時
間

（
テ
キ
ス
ト
代
等
、
別
途
負
担
あ
り
）

講
習
時
間
・
日
程

1
講
習
当
た
り
12
時

間
〜
30
時
間
（
年
間
20
日
間
ま
で
。
企

業
ご
と
の
要
望
に
応
じ
た
日
程
・
時
間

を
設
定
可
能
）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン
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ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
時
代
の
働
き

方
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方

テ
ー
マ
に
意
見
交
換

―
女
性
の
活
躍
推
進
委
員
会

経
団
連
の
女
性
の
活
躍
推
進
委
員
会

（
伊
藤
一
郎
委
員
長
、
吉
田
晴
乃
委
員

長
）
は
6
月
16
日
、
都
内
で
会
合
を
開

催
し
、
中
央
大
学
大
学
院
の
佐
藤
博
樹

教
授
か
ら
、
女
性
の
活
躍
推
進
な
ら
び

に
働
き
方
の
改
革
に
つ
い
て
説
明
を
聞

く
と
と
も
に
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

講
演
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

女
性
の
活
躍
推
進
が
政
府
の
成
長
戦

略
の
中
核
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
企
業
も

女
性
の
活
躍
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

ま
た
、
女
性
活
躍
推
進
法
が
今
国
会
で

成
立
す
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
な
か
、

ま
す
ま
す
注
目
が
集
ま
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
し
か
し
、
推
進
の
手
法
を
間

違
え
て
い
る
企
業
も
多
い
。
女
性
の
活

躍
推
進
は
、
女
性
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
。
男
性
も
含
め
た
「
働
き
方
」
を
見

直
す
べ
き
で
あ
る
。

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
日
本

の
労
働
力
人
口
が
減
少
す
る
な
か
、
従

来
型
の
人
材
を
大
量
に
確
保
す
る
こ
と

に
限
界
が
見
え
て
い
る
。
今
後
の
企
業

経
営
に
は
、
必
要
な
「
適
材
」
を
多
様

な
人
材
の
な
か
か
ら
選
択
し
、
そ
の
人

材
が
活
躍
で
き
る
組
織
・
風
土
を
構
築

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
適
材

の
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が
「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
経
営
」
で
あ
り
、
日
本
人
だ
け

で
は
な
く
外
国
人
も
、
男
性
だ
け
で
は

な
く
女
性
も
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
が
で

き
な
い
時
間
制
約
の
あ
る
人
も
、
こ
の

適
材
の
範
囲
に
入
れ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
は
、

女
性
の
活
躍
推
進
に
つ
な
が
る
と
と
も

に
、
時
間
制
約
の
あ
る
社
員
を
活
か
す

と
い
う
意
味
で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
に
も
つ
な
が
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
時
間
資
源
を
有
限
な

経
営
資
源
と
と
ら
え
、
そ
の
時
間
資
源

の
範
囲
内
で
実
現
可
能
な
仕
事
の
付
加

価
値
の
最
大
化
を
目
指
す
働
き
方
を
目

標
と
し
た
い
。
無
駄
な
仕
事
の
排
除
、

仕
事
の
優
先
順
位
づ
け
、
仕
事
の
効
率

化
、
職
場
成
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
よ

る
能
力
向
上
な
ど
に
よ
り
、
時
間
資
源

を
合
理
的
・
効
率
的
に
活
用
す
べ
き
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
が
諸
外
国

に
比
べ
低
い
と
さ
れ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
の
生
産
性
の
向
上
も
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
女
性
活
躍
（
雇
用
機
会
均
等

度
）
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
関
係
性
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、

企
業
は
両
立
支
援
制
度
の
拡
充
に
邁
進

し
が
ち
だ
が
、
そ
れ
が
女
性
の
活
躍
推

進
に
寄
与
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い

て
い
な
い
。
企
業
の
持
続
的
成
長
の
観

点
か
ら
両
立
支
援
制
度
は
法
定
ど
お
り

で
問
題
は
な
く
、
そ
れ
以
上
に
男
女
と

も
に
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
無
理
な
く
働
け

る
よ
う
な
環
境
の
整
備
や
支
援
が
必
要

な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
現
在
、
企
業
は
女
性
管
理
職

が
増
え
な
い
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て

い
る
が
、
こ
の
原
因
を
「
女
性
の
意
欲

の
低
さ
」
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
間
違

い
で
あ
る
。
初
期
キ
ャ
リ
ア
に
お
い
て

能
力
開
発
の
機
会
を
男
女
で
均
等
に
創

出
で
き
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
、
女
性

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
削
が
れ
て
い
る

こ
と
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。
能

力
開
発
機
会
の
創
出
は
上
司
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
依
存
す
る
た
め
、
配
属
先
の

上
司
の
役
割
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

今
後
の
部
下
の
属
性
や
価
値
観
の
多
様

化
を
踏
ま
え
る
と
、
部
下
の
役
割
を
理

解
し
、
期
待
さ
れ
る
役
割
を
実
現
す
る

た
め
の
能
力
を
持
ち
、
社
員
の
仕
事
意

欲
を
高
い
水
準
で
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

管
理
職
」
が
望
ま
れ
る
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
管
理

職
が
評
価
さ
れ
、
増
え
て
い
る
企
業
で

は
組
織
成
果
が
高
い
と
い
う
デ
ー
タ
も

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
働
き
方
を
実
現
す

る
た
め
に
、
企
業
は
自
社
の
実
態
を
把

握
し
、
課
題
を
乗
り
越
え
る
た
め
ど
の

よ
う
に
働
き
方
を
変
え
て
い
く
べ
き
か
、

主
体
的
に
考
え
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

2
0
1
5
年
春
季
労
使
交
渉
・

大
手
企
業
業
種
別
妥
結
結
果

（
最
終
集
計
）

―
1
1
6
社
平
均
8
2
3
5
円
、

ア
ッ
プ
率
2
・
5
2
％

経
団
連
は
6
月
19
日
、
2
0
1
5
年

春
季
労
使
交
渉
に
お
け
る
月
例
賃
金
引

き
上
げ
の
大
手
企
業
業
種
別
妥
結
結
果

（
加
重
平
均
）
の
最
終
集
計
を
発
表
し

た
。調

査
対
象
（
21
業
種
2
4
9
社
）
の

う
ち
、
20
業
種
1
8
9
社（
75
・
9
％
）

で
妥
結
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
平
均
額

が
わ
か
っ
て
い
る
16
業
種
1
1
6
社
の

総
平
均
は
8
2
3
5
円
、ア
ッ
プ
率
2
・

52
％
で
あ
っ
た
。
前
年
の
最
終
集
計
結

果
（
7
3
7
0
円
、
2
・
28
％
）
と
比

べ
、
額
で
8
6
5
円
、
率
で
0
・
24
％

ポ
イ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
で
あ
っ
た
。
妥
結

額
は
1
9
9
8
年
以
来
17
年
ぶ
り
に
8

0
0
0
円
を
超
え
、
ア
ッ
プ
率
は
98
年

と
99
年
以
来
の
2
年
連
続
の
2
％
超
と

な
っ
た
。

妥
結
額
の
分
布
を
み
る
と
、「
8
0

0
0
〜
9
0
0
0
円
未
満
」（
16
・
7

％
）
が
最
も
多
く
、「
9
0
0
0
〜
1

0
0
0
0
円
未
満
」（
5
・
2
％
）
と

「
1
0
0
0
0
円
以
上
」（
7
・
3
％
）

を
合
わ
せ
る
と
、「
8
0
0
0
円
以
上
」

が
3
割
近
く
（
29
・
2
％
）
を
占
め
て

い
る
。

ア
ッ
プ
率
の
分
布
は
、「
2
・
00
〜

2
・
50
％
未
満
」
が
3
割
超
（
32
・
3

％
）
で
最
も
多
く
、「
2
・
50
〜
3
・

00
％
未
満
」
が
2
割
強
（
21
・
9
％
）、

「
3
・
00
％
以
上
」
で
妥
結
し
た
企
業

も
1
割
弱
（
9
・
4
％
）
に
上
っ
て
い

る
。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―30―



成成立立

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

五
月
一
四
日
〜
七
月
二
三
日

◆
五
・
一
五

第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
一
八

第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
二
〇

第
一
回
企
業
戦
略
研
究

会
（
国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術

総
合
研
究
所
）

◆
五
・
二
二

青
年
経
営
者
部
会
平
成

二
七
年
度
定
時
総
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
大
宮
）

◆
五
・
二
五

第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
一

労
働
法
講
座
第
一
講
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
説
明
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二

第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
八

労
働
法
第
二
講
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

説
明
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
一
五

第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
一
七

青
年
経
営
者
部
会
六
月

例
会（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
・
東
天
紅
）

◆
六
・
一
八

第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
二

労
働
法
第
三
講
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
四

第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
九

労
働
法
講
座
第
四
講（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二

第
一
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス

推
進
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一
〇

第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一
四

青
年
経
営
者
部
会
七
月

例
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一
五

第
一
回
人
事
労
務
委
員

会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
二

第
一
回
農
業
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

▼
原
因
は
定
か
で
は
な
い
が
、
地
球
温
暖
化

の
た
め
か
（
？
）
上
空
の
寒
気
と
地
上
と
の

気
温
差
が
大
き
く
な
り
、『
ゲ
リ
ラ
』
が
冠

に
付
い
た
落
雷
・
突
風
・
豪
雨
が
頻
繁
に
各

地
で
発
生
し
被
害
を
出
し
て
い
る
。

日
本
だ
け
が
気
を
付
け
て
も
仕
方
の

無
い
事
か
も
知
れ
な
い
が
、
国
際
的

な
大
き
な
課
題
と
し
て
考
え
て
い
か

な
い
と
大
変
な
事
に
な
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
気
圧
の
急
激
な
異
常
変
化
で

体
調
を
崩
す
病
弱
者
や
老
人
が
多
い

と
の
話
も
聞
い
て
い
る
。
話
は
私
事

に
な
る
が
、
都
心
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の

ベ
ラ
ン
ダ
で
八
月
に
咲
く
芙
蓉
の
花

が
、
九
月
に
咲
く
萩
の
花
が
プ
ラ
ン

タ
ー
で
既
に
観
ら
れ
る
と
い
う
現
象

は
如
何
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

▼
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
回
復
し
て
き
た

（
？
）
景
気
、
衆
参
両
院
で
の
圧
倒

的
な
多
数
を
誇
る
与
党
が
、
一
方
的

な
判
断
で
提
案
法
律
を
今
国
会
で
押

し
き
ろ
う
と
し
て
い
る
。
確
か
に
国

民
の
過
半
数
の
支
持
を
受
け
て
い
る
と
は
言

え
強
引
過
ぎ
る
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

企
業
に
と
っ
て
も
関
連
す
る
内
容
が
数
多
く

含
ま
れ
て
い
る
。
思
い
出
す
内
容
を
列
記
す

れ
ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、
厚
生
労
働
委

員
会
で
騒
動
を
興
し
た
労
働
者
派
遣
改
正
法
、

残
業
代
ゼ
ロ
法
案
、
勿
論
多
く
の
憲
法
学
者

か
ら
違
憲
を
唱
え
ら
れ
て
い
る
安
全
保
障
関

連
法
案
な
ど
で
あ
る
。

安
倍
政
権
の
支
持
率
が
50
％
を
維
持
し
て

い
る
間
に
、
法
案
改
正
な
ど
を
今
国
会
で
可

決
さ
せ
、
一
気
に
衆
院
解
散
と
の
目
論
見
は

与
党
側
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
み

た
く
も
な
っ
て
し
ま
う
。
読
者
諸
氏
は
如
何

で
あ
ろ
う
か
？

▼「
夫
が
外
で
働
き
、妻
が
家
を
守
る
こ
と
」

を
家
庭
の
理
想
と
思
う
人
の
割
合
が
高
い
地

域
で
、
男
性
の
長
時
間
労
働
が
多
く
、
働
く

女
性
が
少
な
い
傾
向
の
あ
る
こ
と
が
内
閣
府

の
調
査
で
分
か
っ
た
。
各
都
道
府
県
別
に
行

わ
れ
た
も
の
で
、「
自
分
の

家
庭
の
理
想
は
、
夫
が
外
で

働
き
、
妻
が
家
を
守
る
こ

と
」
と
い
う
考
え
方
に
つ
い

て
「
そ
う
思
う
」「
や
や
そ

う
思
う
」
と
答
え
た
割
合
で

あ
る
。
全
国
平
均
は
44
・
2

％
で
都
道
府
県
別
で
は
半
数

を
超
え
た
の
は
50
・
4
％
の

奈
良
県
の
み
。
次
い
で
宮
城
、

山
口
、
兵
庫
、
福
岡
が
高
く
、

最
も
低
か
っ
た
の
は
富
山
の

37
・
2
％
で
、
東
京
は
43
・

8
％
と
な
っ
た
。白
書
は「
女

性
が
希
望
に
応
じ
た
就
業
を

実
現
で
き
る
よ
う
、
男
性
の

家
事
や
育
児
へ
の
参
加
意
識

を
高
め
、
男
性
の
長
時
間
労

働
の
是
正
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
指
摘
し
た

が
、
果
た
し
て
こ
れ
が
実
現
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
も
っ
と
根
本
的

な
事
か
ら
考
え
是
正
し
て
い
か
な
い
と
、
表

面
ず
ら
だ
け
取
り
繕
っ
て
も
解
決
し
な
い
の

で
は
な
い
か
。
本
当
の
国
民
の
姿
を
今
政
治

家
も
官
僚
も
真
剣
に
み
る
べ
き
時
期
が
き
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
だ
よ
り

第206回

ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！
エッセイスト 和 宮 英 之

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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★
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

七
月
二
八
日
㈫
一
四
時
〜
一

六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・

四
〇
四

内
容

円
高
・
デ
フ
レ
が
日
本
を
救

う
〜
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
い
う

経
済
政
策
の
誤
り
を
論
じ
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
代
わ
る
選

択
肢
を
示
す
〜

講
師

慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
経
営

管
理
研
究
科
准
教
授

小
幡

績
氏

★
第
一
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

日
時

七
月
三
一
日
㈮
一
四
時
〜
一

六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・

四
〇
四

内
容

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
〜
認
知
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養

成
し
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
企
業

へ
積
極
的
に
登
録
し
よ
う
〜

講
師

①
社
会
福
祉
法
人
サ
ン
理
事

長
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
活
介
護

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

西
村

美
千
代
氏

②
埼
玉
県
福
祉
部
地
域
包
括

ケ
ア
課
主
幹

平
田
範
子
氏

★
第
一
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

日
時

八
月
四
日
㈫
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・

四
〇
四

内
容

発
達
障
害
者
支
援
・
雇
用
促

進
セ
ミ
ナ
ー

講
師

①
埼
玉
県
発
達
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ま
ほ
ろ
ば
」
セ

ン
タ
ー
長

藤
平
俊
幸
氏

②
㈱
ビ
ー
・
エ
ム
・
エ
ル
人

事
部

木
村
卓
示
氏
、
坪
川

和
広
氏

③
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
自
立
支

援
局
発
達
障
害
支
援
室

小

林
菜
摘
氏

★
第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

八
月
六
日
㈭
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一
・

四
〇
二

内
容

人
事
・
総
務
の
た
め
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
〜
企
業
に
求

め
ら
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

厳
格
情
報
管
理
対
策
〜

講
師

石
嵜
・
山
中
総
合
法
律
事
務

所
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

鈴

木
宗
紹
氏
、
同
特
定
社
会
保

険
労
務
士

田
中
朋
斉
氏

★
第
一
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

日
時

八
月
二
四
日
㈪
一
四
時
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・

四
〇
四

内
容

外
国
人
採
用
と
定
着
・
活
用

に
向
け
今
日
本
企
業
が
取
組

む
べ
き
こ
と

講
師

①
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
セ

ン
タ
ー
埼
玉
副
セ
ン
タ
ー
長

田
口
芳
弘
氏

②
㈱
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
代
表
取
締

役

金

蓮
玉
氏

★
第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

八
月
二
六
日
㈬
一
四
時
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・

四
〇
四

内
容

経
営
者
、
営
業
責
任
者
の
た

め
の
良
い
会
社
、
危
な
い
会

社
の
見
分
け
方

講
師

㈱
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
大
宮

支
店
支
店
長

上
西
伴
浩

氏
・
同
情
報
部
部
長

長
谷

川

徹
氏

★
第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

日
時

九
月
一
日
㈫
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・

四
〇
四

内
容

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
「
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
海
外
展
開
支
援
事
業

を
活
用
し
よ
う
」

講
師

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
京
国
際
セ
ン
タ

ー
所
長
佐
々
木
十
一
郎
氏
他

★
第
一
回
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

日
時

九
月
一
五
日
㈫
一
四
時
〜
一

六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一
・

四
〇
二

内
容

超
高
齢
社
会
�
ニ
ッ
ポ
ン
�

で
稼
ぐ
〜
消
費
と
流
通
の
先

を
読
む

講
師

拓
殖
大
学
商
学
部
教
授

根

本
重
之
氏

★
第
六
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

九
月
一
八
日
㈮
一
三
時
三
〇

分
〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・

四
〇
四

内
容

株
式
公
開
の
す
す
め
〜
さ
ら

な
る
成
長
の
た
め
に

講
師

シ
ュ
ッ
ピ
ン
㈱
代
表
取
締
役

社
長

鈴
木

慶
氏
、
東
京

証
券
取
引
所
、
あ
ず
さ
監
査

法
人

★
第
七
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

九
月
二
八
日
㈪
一
三
時
三
〇

分
〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・

四
〇
四

内
容

①
消
費
財
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
に

お
け
る
次
代
の
競
争
原
理
②

「CollaborativeBCP

」
が

も
た
ら
す
新
た
な
可
能
性

講
師

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
経
営
研
究

所
事
業
戦
略
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
ユ
ニ
ッ
ト
長

パ
ー
ト
ナ
ー
加
藤
賢
哉
氏
他

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

㈱
ジ
ャ
ス
ト

代
表
取
締
役
社
長

本
多

均

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
四
―

四
六
三

電
話
〇
四
八
―
六
四
八
―
六
六
六

八（
資
）
五
千
万
円

（
従
）
七
〇
四
名

サ
ー
ビ
ス
業
（
ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー
タ

ー
販
売
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
タ
ン
ド

レ
ン
タ
ル
（
浄
水
機
能
付
き
ウ
ォ

ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
）、
清
掃
用
品

レ
ン
タ
ル
、
オ
フ
ィ
ス
用
品
販

売
）

㈱
礎代

表
取
締
役

大
塚

洋
幸

越
谷
市
東
越
谷
二
―
一
七
―
六

電
話
〇
四
八
―
九
九
二
―
七
八
〇

〇（
資
）
四
百
万
円

（
従
）
四
六
名

介
護
保
険
事
業

昌
和
輸
送
機
㈱

代
表
取
締
役

九
里

順
子

川
口
市
青
木
四
―
一
八
―
五

電
話
〇
四
八
―
二
五
五
―
六
一
〇

四（
資
）
二
千
四
百
万
円

（
従
）
六
二
名

建
設
業
、
荷
物
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

富
士
見
工
業
団
地
工
業
会

会
長

沼
尾

幸
一

川
越
市
竹
野
一
四
―
一
七

電
話
〇
四
九
―
二
三
一
―
七
八
一

一（
従
）
四
名

〈
代
表
者
変
更
〉

㈱
関
電
工
北
関
東
・
北
信
越
営
業
本

部
埼
玉
支
社

執
行
役
員
埼
玉
支
社
長

及
川

佳
久
（
旧

上
席
執
行
役

員
埼
玉
支
社
長

仲
摩

俊
男
）

関
東
グ
リ
コ
㈱

代
表
取
締
役

土
持

幹
雄（
旧

松
下

明
信
）

埼
玉
縣
信
用
金
庫

理
事
長

橋
本

義
昭
（
旧

安
田

格
）

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合

理
事
長

薄

辰
美
（
旧

沼
尾

幸
一
）

㈱
鈴
木
鶏
卵
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

河
野

秀
樹
（
旧

高
橋

扶
明
）

㈲
野
火
止
製
作
所

取
締
役
社
長

川
上

博
史
（
旧

川
上

順
久
）

東
日
本
旅
客
鉃
道
㈱
大
宮
支
社

執
行
役
員
大
宮
支
社
長

阪
本

未
来
子（
旧
淺
見
郁
樹
）

㈱
富
士
建
設
工
業

代
表
取
締
役

井
上

純
子
（
旧
井
上
宏
一
）

マ
メ
ト
ラ
農
機
㈱

代
表
取
締
役
社
長

細
田

康
（
旧

細
田

曻
）

三
好
化
成
㈱

代
表
取
締
役
社
長

臼
井

仁
（
旧

岸
田

茂
）

学
校
法
人
も
の
つ
く
り
大
学

理
事
長

長
谷
川

真
一
（
旧

石
岡

慎

太
郎
）

り
そ
な
カ
ー
ド
㈱

代
表
取
締
役
社
長

西
東

久
（
旧

山
口

伸
淑
）

〈
社
名
変
更
〉

㈱
日
本
鶏
卵

（
旧

㈱
鈴
木
鶏
卵
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ

ー
）

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
㈱

（
旧

東
武
ト
ラ
ベ
ル
㈱
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/
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